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公告年月日 公告番号 施行年月日 摘   要 

１６ ３ １３ １ １６ ３ １３ 制定 

１７ ６ １ ２ １７ ６ １ 無料手回り品設定に伴う改正 

２５ １２ ３１ ３ ２５ １２ ３１ 連絡ミニ普通回数券廃止に伴う改正 

２８ ４ ２８ ４ ２８ ４ ２８ 危険物持ち込み規制の見直しに伴う改正 

元 １０ ４ ５ 元 １０ ４ 身体障碍者旅客運賃割引規制等の改正 

２ １ ２１ ６ ２ １ ３１ 競技用ライフル実弾の持込数量制限の改正 

２ ８ ２１ ７ ２ ８ ２１ ３６ぷらす３運行開始に伴う旅客連絡運輸区域の改正 

３ ２ ２５ ８ ２ ８ １３ 乗車券の発売日の改正 

３ ６ ２１ ９ ３ ７ １ 鉄道運輸規定一部改正に伴う改正 

６ １０ １ １０ ６ １０ １ 旅客運賃改定及び障害者割引取扱変更

に伴う改正 
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肥薩おれんじ鉄道株式会社旅客営業規則 
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第２条    適用範囲    ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   １ 

第３条    用語の意義   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   １ 

第３条の２  消費税課税の運賃・料金  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   １ 

第４条    運賃・料金前払いの原則  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   １ 

第５条    契約の成立時期及び適用規定 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   １ 

第６条    旅客の運送等の制限又は停止 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ２ 

第７条    運行不能の場合の取扱方  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ２ 

第８条    キロ程のは数の計算方 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ２ 

第９条    期間の計算方  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ２ 

第１０条   乗車券類等に対する証明  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ２ 

第１１条   旅客の提出する書類  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ２ 

第１２条   削除      ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ２ 

第１３条   削除      ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ２ 

 

       第２編  旅 客 営 業 

 

第 1章  通則 

 

第１４条   乗車券の購入及び所持 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ３ 

第１５条   連絡運輸の発売範囲・発売種別  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ３ 

第１６条   営業キロ程   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ３ 

 

第 2章  乗車券の発売 

                  

第１節 通則 

 

第１７条   乗車券の種類  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ３ 

第１８条   乗車券の発売箇所  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ４  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１９条   乗車券の発売範囲  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ４ 

第２０条   乗車券の発売日  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ４ 

第２１条   列車内における割引運賃の取扱方  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ４ 

第２２条   割引乗車券等の不正使用の場合の取扱方  ─ ─ ─ ─ ─ ─   ４ 

第２３条   割引証が無効となる場合  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ５ 

第２４条   指定学校    ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ５ 

第２５条   乗車券類の発売時間  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ５ 

 

       第２節  普通乗車券の発売 

 

第２６条   普通乗車券の発売  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ５ 

第２６条の２ 普通乗車券の特殊発売   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ６ 

第２７条   削除      ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ６ 

 

       第３節  定期乗車券の発売 

 

第２８条   定期乗車券の発売  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ６ 

第２９条   削除            ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ７  

第３０条   実習用通学定期乗車券の発売 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ７ 

第３１条   定期乗車券を併用する場合の発売   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ７ 

第３２条   割引定期乗車券の発売 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ７ 

第３３条   定期乗車券購入申込書の調整 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ７ 

 

       第４節  回数乗車券の発売 

 

第３４条   回数乗車券の発売  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ８ 

第３４条の２ 割引の回数乗車券の発売  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ８ 

                                   

             第５節  団体乗車券の発売 

 

第３５条   団体乗車券の発売     ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   ８ 

第３６条   証明書の確認及び収受    ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ９ 

第３７条   団体旅客運送の申込      ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ９ 

第３８条   団体旅客運送の予約      ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ １０ 

第３９条   団体旅客の運送上の区分  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １０ 

第４０条   責任人員          ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ １１ 

第４１条   団体旅客に対する保証金     ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １１ 

第４２条   一部区間不乗の団体乗車券の発売  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １１ 

第４３条   団体構成の特殊取扱方     ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １１ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４４条   団体旅客運送の申込人員の変更又は申し込みの取り消し等 ─   １２ 

第４５条   削除              ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １２  

第４６条   削除              ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １２ 

第４７条   団体旅客が所定の人員に満たない場合の取扱方  ─ ─ ─ ─  １２ 

第４８条   旅客の区分による旅客運賃適用上の特例  ─ ─ ─ ─ ─ ─  １２ 

       

 第６節  特殊割引乗車券の発売 

 

第４９条   特殊割引乗車券の発売   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １３ 

第４９条の２ 被救護者割引証の取扱   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １４ 

第５０条   削除       ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １４ 

第５１条   臨時割引乗車券の発売   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １４ 

 

第 3章 旅 客 運 賃 

 

第１節 通則 

 

第５２条   旅客運賃の種類  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １５ 

第５３条   旅客運賃計算上の営業キロの計算方   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １５ 

第５４条   削除             ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １５ 

第５５条   旅客の区分及びその旅客運賃   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １５ 

第５６条   小児の旅客運賃   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １６ 

第５７条   割引の旅客運賃   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １６ 

第５８条   旅客運賃の概算収受  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １６ 

第５８条の２ 概算額の収受方   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １６ 

第５８条の３ 車内における証明書の取扱方   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １６ 

第５９条   旅客運賃割引の重複適用の禁止 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １７ 

第６０条   削除             ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １７ 

 

第２節 普通旅客運賃 

 

第６１条   大人の旅客運賃の計算方法  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １８ 

 

第３節 定期旅客運賃 

 

第６２条   定期旅客運賃の計算方法   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １９ 

第６３条   小児定期旅客運賃の計算方法    ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １９ 

第６４条   割引定期旅客運賃の計算方法    ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １９ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６５条   乗継割引定期旅客運賃の計算方法  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  １９ 

第６６条   ２区間以上の区間に対する定期旅客運賃の計算方法   ─ ─  １９ 

 

第４節 回数旅客運賃 

 

第６７条   普通回数旅客運賃の計算方法   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ２０ 

 

第５節 団体旅客運賃 

 

第６８条   団体旅客運賃の割引率    ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ２０ 

第６９条   団体旅客運賃の計算方法   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ２０ 

第７０条   団体旅客運賃を計算する場合の営業キロの計算方   ─ ─ ─  ２１ 

 

第６節 その他 

 

第７１条   臨時割引乗車券       ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ２１ 

第７２条   連絡運輸にかかわる旅客運賃   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ２１ 

第７３条   削除                       ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ２１ 

 

第 4章  乗 車 券 の 様 式 

 

第１節 通則 

 

第７４条   乗車券の表示事項      ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ２２ 

第７４条の２ 字模様の印刷        ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ２２ 

第７５条   乗車券類の様式の変更又は補足等  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ２２ 

第７６条   乗車券類の駅名等の表示方  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ２２ 

第７７条   旅客運賃の割引等に対する表示方   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ２３ 

 

第２節 乗車券の様式 

 

第１款 普通乗車券の様式 

 

第７８条   常備片道乗車券の様式    ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ２６ 

第７９条   常備往復乗車券の様式    ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ２７ 

第８０条   補充片道乗車券の様式    ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ２７ 

第８１条   補充往復乗車券の様式    ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ２８ 

第８２条   特別補充券の様式      ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ２８ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８３条   車内補充券の様式      ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ２９ 

第８４条   自動券売機で発売する普通乗車券の様式   ─ ─ ─ ─ ─ ─  ２９ 

第８５条   削除                       ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ２９ 

 

第２款 定期乗車券の様式 

 

第８６条   常備定期乗車券の様式    ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３０ 

第８７条   準常備定期乗車券の様式   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３０ 

第８８条   補充定期乗車券の様式    ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３１ 

第８９条   削除        ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３１ 

 

第３款 普通回数乗車券の様式 

 

第９０条   普通回数乗車券の様式    ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３２ 

第９１条   削除              ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３２ 

第９２条   削除              ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３２ 

                                 

第４款 団体乗車券の様式 

 

第９３条   団体乗車券の様式     ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３３ 

第９４条   削除        ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３３ 

 

第５款 整理券等の様式 

 

第９５条   整理券の様式       ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３４ 

第９６条   清算証明書の様式        ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３４ 

第９７条   削除        ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３４ 

第９８条   削除        ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３４ 

第９９条   削除        ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３４ 

 

第 5章 乗 車 券 の 効 力 

第１節 通則 

 

第１００条   乗車券の使用条件   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３５ 

第１０１条   乗車券の使用条件の特例    ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３５ 

第１０２条   効力の特例          ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３５ 

第１０３条   券面表示事項が不明又は不備の乗車券類     ─ ─ ─ ─ ─  ３５ 

第１０４条   不乗区間に対する取り扱い     ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３６ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０５条   有効期間の起算日    ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３６ 

第１０６条   削除                ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３６ 

第１０７条   乗車券類不正使用未遂の場合の取扱方    ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３６ 

第１０８条   削除                ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３６ 

 

第２節 乗車券の効力 

 

第１０９条   有効期間            ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３６ 

第１１０条   途中下車            ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３７ 

第１１１条   回数乗車券の同時使用  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３７ 

第１１１条の２ 割引普通回数乗車券の効力  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３７ 

第１１２条   定期乗車券以外の乗車券が無効となる場合  ─ ─ ─ ─ ─  ３７ 

第１１３条   改氏名の場合の定期乗車券の書替  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３８ 

第１１４条   定期乗車券が無効となる場合  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３８ 

第１１５条   通学定期乗車券等の効力   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３８ 

 

第 6章 乗 車 券 類 の 改 札 及 び 引 き 渡 し 

 

第１節 通則 

 

第１１６条   乗車券類の改札         ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３９ 

第１１７条   乗車券類の引き渡し     ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３９ 

 

第２節 乗車券類の改札及び引き渡し 

 

第１１８条   普通乗車券の改札及び引き渡し  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３９ 

第１１９条   定期乗車券の改札及び引き渡し   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ３９ 

第１２０条   回数乗車券の改札及び引き渡し   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ４０ 

第１２１条   団体乗車券及び貸切乗車券の改札及び引き渡し  ─ ─ ─ ─  ４０ 

第１２２条   整理券方式の列車を利用する旅客の取扱方  ─ ─ ─ ─ ─  ４０ 

第１２２条の２ 整理券方式の列車内における証明  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ４０ 

第１２３条   駅員無配置駅等における旅客の取扱方 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ４０ 

第１２４条   削除                   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ４０ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 7章 乗 車 変 更 等 の 取 扱 い 

第１節 通則 

 

第１２５条   乗車変更等の取扱箇所   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ４１ 

第１２６条   払いもどし請求権行使の期限   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ４１ 

第１２７条   乗車変更をした乗車券類について旅客運賃の収受又は払いもどし 

をする場合の既収額     ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ４１ 

第１２８条   乗車変更の取扱いをした場合の有効期間  ─ ─ ─ ─ ─ ─  ４１ 

第１２９条   割引乗車券等を所持する旅客に対する乗車変更の取扱制限 ─  ４１ 

第１３０条   別途乗車               ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ４１ 

                                 

第２節 乗車変更の取扱い 

 

第１款 通則 

 

第１３１条   乗車変更の種類         ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ４２ 

第１３２条   乗車変更の取扱範囲     ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ４２ 

 

第２款 旅行開始前又は使用開始前の乗車変更の取扱い 

 

第１３３条   乗車券変更       ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ４２ 

 

第３款 旅行開始後又は使用開始後の乗車変更の取扱い 

 

第１３４条   区間変更        ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ４３ 

第１３５条   定期乗車券変更         ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ４３ 

第１３６条   団体乗車券変更         ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ４４ 

 

第３節 旅客の特殊取扱 

 

第１款 通則 

 

第１３７条   旅客運賃の払いもどしに伴う割引証等の返還    ─ ─ ─ ─  ４５ 

第１３８条   乗車変更等の手数料の払いもどし  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ４５ 

第１３９条   旅客運賃等の払いもどしをしない場合    ─ ─ ─ ─ ─ ─  ４５ 

第１４０条   再収受した旅客運賃の払戻し   ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ４５ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２款 乗車券類の無札及び無効 

 

第１４１条   旅客運賃・増運賃の収受                      ─ ─ ─ ─  ４５ 

第１４２条   定期乗車券等不正使用旅客に対する旅客運賃の収受    ─ ─  ４６ 

第１４３条   乗車券類紛失の場合の取扱方            ─ ─ ─ ─ ─ ─  ４６ 

第１４４条   旅客の乗車駅不明の場合の取扱方        ─ ─ ─ ─ ─ ─  ４７ 

第１４５条   旅客が旅客運賃を支払わないときの取扱方      ─ ─ ─ ─  ４７ 

                                 

第３款 任意による旅行の取りやめ 

 

第１４６条   団体乗車券発行後に団体旅客の人員が減少した場合の取扱方   ４７ 

第１４７条   旅行開始前の旅客運賃の払いもどし      ─ ─ ─ ─ ─ ─  ４７ 

第１４８条   旅行開始前の団体旅客運賃の払いもどし  ─ ─ ─ ─ ─ ─  ４８ 

第１４９条   旅行開始後又は使用開始後の旅客運賃の払いもどし    ─ ─  ４８ 

第１５０条   旅行開始後の団体旅客運賃の払いもどし        ─ ─ ─ ─  ４８ 

第１５１条   不乗区間に対する旅客運賃の払いもどしをしない場合  ─ ─  ４９ 

第１５２条   定期乗車券使用開始後の旅客運賃の払いもどし  ─ ─ ─ ─  ４９ 

第１５３条   有効期間の延長及び旅客運賃の払いもどしの特例   ─ ─ ─  ４９ 

第１５４条   列車等の運行不能・遅延等の場合の取扱方      ─ ─ ─ ─  ５０ 

第１５４条の２ 旅行中止による旅客運賃の払いもどし    ─ ─ ─ ─ ─ ─  ５０ 

第１５５条   有効期間の延長            ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ５１ 

第１５６条   無賃送還の取扱方          ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ５１ 

第１５７条   旅客運賃の払いもどし駅          ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ５１ 

第１５８条   不通区間の別途旅行の取扱方            ─ ─ ─ ─ ─ ─  ５２ 

第１５９条   定期乗車券若しくは回数乗車券の有効期間の延長又は 

        旅客運賃の払いもどし                  ─ ─ ─ ─ ─ ─  ５２ 

 

第４款 誤乗及び誤購入 

 

第１６０条   誤乗区間の無賃送還        ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ５２ 

第１６１条   乗車券類の誤購入の場合の取扱方  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ５３ 

 

第 8章 入 場 券 

第１６２条   入場券の発売              ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ５４ 

第１６３条   入場券の様式              ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ５４ 

第１６４条   入場券の種類及び料金      ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ５５ 

 



 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 9章 手 回 り 品 

第１６５条   手回り品及び持込禁制品  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ５６ 

第１６６条   無料手回り品       ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ５６ 

第１６７条   有料手回り品及び普通手回り品料金  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ５７ 

第１６８条   普通手回り品切符          ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ５７ 

第１６９条   持込禁制品又は制限外手回り品を持ち込んだ場合の処置   ─  ５８ 

第１７０条   旅客運送の伴わない物品を持ち込んだ場合の処置   ─ ─ ─  ５８ 

第１７１条   手回り品の保管            ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ５９ 

 

       第１０章  遺 失 物 

第１７２条   遺失物の取扱い            ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ５９ 

 

        規則別紙                  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ６０ 

        規則別表                  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ６８ 

 

付則      身体障害者旅客運賃割引の取扱い     ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ８２ 
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第１編  総  則 

（目的） 

第１条 この規則は、肥薩おれんじ鉄道株式会社（以下「当社」という）の旅客運送の事業

（以下「旅客の運送等」という）について合理的な取扱方を定め、もって利用者の

便利と事業の能率的な遂行を図ることを目的とする。 

 

（適用範囲） 

第２条 当社による旅客の運送等については、別に定める場合を除いてこの規則を適用す

る。 

 

 （用語の意義） 

第３条 この規則におけるおもな用語の意義は、次のとおりとする。 

（1）「当社線」とは、当社の経営する鉄道をいう。 

（2）「駅」とは、旅客の取り扱いをする停車場をいう。 

（3）「連絡会社」とは、連絡運輸の取り扱いを行う運輸機関をいう。 

（4）「連絡会社線」とは、連絡会社の経営する鉄道をいう。 

（5）「列車」とは、旅客の運送を行う列車をいう。 

（6）「乗車券類」とは、普通乗車券、定期乗車券、普通回数乗車券、団体乗車券をい

う。 

（7）「旅行開始」とは、旅客が旅行を開始する駅において乗車券の改札を受けて入場す

ることをいう。ただし、駅員無配置駅から旅客が乗車する場合は、その乗車する

ことをいう。 

 

 （消費税課税の運賃・料金） 

第３条の２ この規則に規定する運賃・料金については、消費税法（昭和６３年法律第１ 

０８号）の定めによる消費税相当額を含んだ額とする。 

 

 （運賃・料金前払いの原則） 

第４条 旅客の運送契約の申込みを行おうとする場合、旅客は現金を持って所定の運賃・料

金を提供するものとする。ただし、当社において特に認めた場合は、後払いとする

ことができる。 

 ２．旅客等は前項の規定にかかわらず、当社の運賃・料金について当社において特に認 

めた小切手・定額小為替証書・普通為替証書又は郵便振替払出証書によって支払う 

ことができる。 

 

 （契約の成立時期及び適用規定） 

第５条 旅客の運送等の契約は、その成立について別段の意思表示があった場合を除き、 

旅客等が所定の運賃・料金を支払い、乗車券類等その契約に関する証票の交付を受

けたときに成立する。ただし、整理券方式の列車においては、旅客が整理券を取っ

て乗車したときに成立する。 
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 ２．前項の規定によって契約の成立した時以後における取り扱いは、別段の定めをしな 

い限り、すべてその契約の成立した時の規定によるものとする。 

 

 （旅客の運送等の制限又は停止） 

第６条 旅客の運送等の円滑な遂行を確保するため必要があるときは、次の各号に掲げる 

制限又は停止をすることがある。 

(1)乗車券の発売駅・発売時間・発売方法の制限又は発売の停止 

(2)乗車区間・乗車方法・又は乗車する列車の制限 

(3)手回り品の長さ・容積・重量・個数・品目・持込区間、又は列車の制限 

２. 前項の制限又は停止をする場合は、この旨を駅頭に掲示する。 

 

 （運行不能の場合の取扱方） 

第７条 列車の運行が不能になった場合は、その不通区間内着、通過となる旅客の取り扱  

    いをしない。ただし、運輸上支障のない場合で、かつ旅客が次の各号に掲げる条  

    件を承諾するときは、その不通区間内着又は通過となる乗車券を発売することが 

ある。 

(1) 不通区間については、任意に旅行する。 

  (2) 不通区間に対する旅客運賃の払い戻しの請求をしない。 

 ２．列車の運行が不能となった場合であっても、当社において他の運輸機関の利用又   

   は他の方法によって連絡の措置をして、その旨を関係駅に掲示したときは、その不 

通区間は開通したものとみなして、旅客の取り扱いをする。 

 

 （キロ程のは数の計算方） 

第８条 キロ程を用いて運賃を計算する場合の１キロメートル未満のは数は、１キロメー

トルに切り上げる。 

  

（期間の計算方） 

第９条 期間の計算をする場合は、その初日は時間の長短にかかわらず、１日として計算

する。 

 

（乗車券類等に対する証明） 

第１０条 当社において、乗車券、旅客運送等の契約に関する証票に証明を行う場合は、

当該証票にその証明事項を記入し、相当の証印を押すものとする。 

 

 （旅客の提出する書類） 

第１１条 旅客の運送契約に関して、旅客が当社に提出する書類は、ボールペン又はイン

キをもって記載し、特に定めるものについては、これに認印を押すものとす

る。 

 

第１２条 削除 

第１３条 削除 
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第２編  旅 客 営 業 

第 1章 通 則 

 

 （乗車券の購入及び所持） 

第１４条 列車に乗車する旅客は、その乗車に有効な乗車券を所持しなければならない。 

ただし、駅員無配置駅等から乗車する旅客は、乗車後において直ちに相当の乗

車券類を購入するものとする。 

  ２．前項の定めにかかわらず、整理券方式による列車に乗車するときは、整理券をも 

って乗車駅を証明し、降車するとき乗車券の購入にかえて、運賃を支払うことが 

できる。 

 

 （連絡運輸の発売範囲・発売種別） 

第１５条 九州旅客鉄道株式会社と連絡運輸の取り扱いを行う、発売範囲・発売種別は別

表１のとおりとする。 

  ２．連絡運輸の取扱方については、九州旅客鉄道株式会社の定める次の規則・規定に 

より取り扱う。 

   ア．旅客連絡運輸規則及び旅客連絡運輸取扱基準規程 

   イ．身体障害者旅客運賃割引規則及び身体障害者旅客運賃割引取扱基準規程 

   ウ．知的障害者旅客運賃割引規則及び知的障害者旅客運賃割引取扱基準規程 

 

（営業キロ程） 

第１６条 旅客運賃の計算その他旅客運送の条件を、キロメートルをもって定める場合

は、営業キロ程による。駅間キロ程表は別表２のとおりとする。 

 

 

第 2章 乗車券の発売 

    第 1節 通 則 

 

 （乗車券の種類） 

第１７条 乗車券の種類は、次の各号に定めるとおりとする。 

(1) 普通乗車券 ･････片道乗車券及び往復乗車券とする。 

   (2) 定期乗車券 ･････通勤定期乗車券、通学定期乗車券、学期定期乗車券及びシル

バー定期乗車券とする。 

   (3) 普通回数乗車券･･６枚綴り及び１１枚綴りとする。 

   (4) 団体乗車券 

   (5) 特殊割引乗車券 
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（乗車券の発売箇所） 

第１８条 乗車券類は、駅において、係員又は自動券売機により発売する。ただし、駅員

無配置駅から有効となる乗車券は、その駅員無配置駅に隣接する駅員配置駅に

おいて発売する。 

  ２．乗車券類は、前項に規定するほか、当社が臨時に設置した乗車券類臨時発売所又 

は乗車券類の発売を委託した箇所において発売する。 

 

 （乗車券の発売範囲） 

第１９条 駅において発売する乗車券類は、その駅から有効なものに限って発売する。た

だし、次の各号に掲げる場合は、他駅から有効な乗車券を発売することがあ

る。 

(1) 駅員無配置駅から有効となる普通乗車券・定期乗車券・回数乗車券又は特殊割引

乗車券を、その駅員無配置駅に隣接する駅員配置駅において発売する場合。 

(2) 団体乗車券を発売する場合。 

  ２．車内において発売する乗車券は、旅客の乗車した列車に有効なものに限って発売す 

る。 

  

（乗車券の発売日） 

第２０条 乗車券は、発売日から有効なものを発売する。ただし、次の各号に掲げる乗車券 

     は、当該各号に定めるところによって発売する。 

   (1) 普通乗車券 

     発売当日から有効となるものを発売する。 

   (2) 定期乗車券 

      有効期間の開始日の１４日前から発売する。 

   (3) 回数乗車券 

     発売当日から有効となるものを発売する。 

   (4) 団体乗車券 

     運送引き受け後であって、旅客の始発駅出発日の１箇月前の日から発売する。 

   (5) 特殊割引乗車券 

     普通乗車券・定期乗車券・回数乗車券の発売日を準用する。 

 

 （列車内における割引運賃の取扱方） 

第２１条 車内において旅客運賃割引証の提示があったときは、乗務員において証明書を 

確認し、所定割引運賃を収受するものとする。ただし、整理券方式による列車に

おいては、取り扱わない。（身体障害者等を除く） 

 

 （割引乗車券等の不正使用の場合の取扱方） 

第２２条 旅客運賃割引証又は、通学定期乗車券、通学証明書を、使用資格者が不正使用し、 

     又は資格者以外の者に使用させたときは、その使用資格者に対してこれらの乗車 

     券の発売を停止することがある。 
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２．旅客運賃割引証及び通学証明書を、発行者が使用資格者以外の者又は第１項の 

規定により発売を停止されたものに対して発行したときは、当社はその学校、施設

に対してこれらの乗車券を停止することがある。 

 

 （割引証が無効となる場合） 

第２３条 旅客運賃割引証は、次の各号の１に該当する場合は、無効として回収する。 

   (1) 記載事項が不明となったものを使用したとき。 

   (2) 表示事項を改変して使用したとき。 

   (3) 有効期間の経過したものを使用したとき。 

   (4) 使用資格を失ったものが使用したとき。 

   (5) 記名人以外のものが使用したとき。 

  ２．旅客運賃割引証は、次の各号の１に該当する場合は使用することができない。 

   (1) 発行者が記入しなければならない事項を記入していないもの及び発行者又は使

用者が必要箇所に押印していないもの。 

   (2) 記入事項を訂正した場合で、これに相当の証印のないもの。 

 

 （指定学校） 

第２４条 この規則において「指定学校」とは、次の各号の１に該当する施設をいう。 

(1) 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１条の規定による小学校、中学校、高

等学校、高等専門学校、大学、盲学校、聾学校、養護学校及び幼稚園。 

   (2) 前号以外の国公立の学校であって、当社の指定を受けた学校。 

   (3) 学校教育法第８２条の２及び同法第８３条の規定によって設立した私立学校であ 

って、当社の指定を受けた学校。 

 

 （乗車券類の発売時間） 

第２５条 駅において発売する乗車券類の発売時間は、別に定めて駅に掲示する。 

 

第２節 普通乗車券の発売 

 

 （普通乗車券の発売） 

第２６条 旅客が旅客車両に乗車する場合は、次の各号に定めるところにより片道乗車券又

は往復乗車券を発売する。ただし、整理券方式の列車内では発売しない。 

  （1) 片道乗車券･･･普通旅客運賃計算経路の連続した区間の片道１回乗車する場合に発 

売する。ただし、その経路が折り返しとなる場合を除く。 

   (2) 往復乗車券･･･片道乗車券を発売できる区間を往路、復路とも経路を同じくして１ 

回乗車する場合に発売する。 
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 （普通乗車券の特殊発売） 

第２６条の２ 旅客が列車内において普通乗車券の発売を請求する場合、当該列車の係員が 

携帯する普通乗車券ではその請求に応じられないときは、普通旅客運賃（旅 

客が旅客運賃を所持する場合又は旅客の請求する区間について旅客運賃割引の

取り扱いができる場合であっても、無割引の普通旅客運賃）を収受して、係員が

その携帯する普通乗車券によって乗車方向の最遠駅又は乗継駅までのものを発

売し、同乗車券の券面に途中駅まで発売した旨を表示する。 

  ２．前項の規定は、乗車券の発売区間に制限のある駅において、その発売区間外 

の普通乗車券の発売の請求があった場合に準用する。 

 

第２７条 削除 

 

第 3節 定期乗車券の発売 

 

 （定期乗車券の発売） 

第２８条 旅客が、次の各号に定めるところにより乗車する場合で、定期乗車券購入申込書

に必要事項を記入して提出したときは、１箇月、３箇月、６箇月有効の定期乗車

券を発売する。但し、有効期間については学期定期乗車券はこの限りでない。 

(1) 通勤定期乗車券 

     区間及び経路を同じくして乗車する旅客が別紙１第１号に規定する定期乗車券 

購入申込書に必要事項を記入して提出した場合に発売する。 

但し、発売時に６５歳以上であると確認出来た場合にはシルバー定期乗車券を

発売することができる。 

   (2) 通学定期乗車券 

     指定学校の学生、生徒、児童又は幼児が、通学のため区間及び経路を同じくし順

路によって乗車する場合で、かつ指定学校が必要事項を記入して提出した場合

に、旅客の居住地もより駅と在籍指定学校もより駅間について発売する。 

   (3) 学期定期乗車券 

      定期乗車券購入申込書に必要事項を記入して提出したときは、１学期(１０２日-

１０４日)、２学期(１１７日-１１９日)、３学期(７５日-７７日)有効の定期乗

車券を発売する。 

     但し学期定期乗車券については、指定学校(高等学校に限る)の学生が通学のため

区間及び経路を同じくし順路によって乗車する場合で、かつ指定学校が必要事

項を記入して提出した場合に、旅客の居住地もより駅と在籍指定学校もより駅

間について発売する。 

  ２．指定学校の学生、生徒若しくは児童が、実習のため実習場等まで乗車する場合で、 

当社が必要と認めるときは、第１項の規定に準じて通学定期乗車券を発売する。 

  ３.九州旅客鉄道会社線と接続駅を介して発売する場合は、連絡定期乗車券を発売する。 

また、乗り継ぎ割引を適用する乗り継ぎ割引定期乗車券は、発売区間を制限して、 
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別表８により発売する。 

  ４．定期乗車券購入申込書の様式は、別紙１第２号イのとおりとする。 

 〔注〕指定学校の代表者において必要事項を記入して発行した別紙１第２号ロ(2) 

    に規定する通学定期乗車券購入兼用の証明書を提示し、かつ、定期乗車券購 

入申込書に必要事項を記入して提出したときは、通学証明書の提出を省略す 

ることができる。 

 

第２９条 削除 

 

 

 

（実習用の通学定期乗車券の発売） 

第３０条 規則第２８条第２項の規定による実習用の通学定期乗車券の発売は、指定学校の

学生、生徒又は児童が、学校長の指定した実習場に通い、かつ、その実習が学習

単位の習得に必要とする場合で、指定学校の代表者が当社の承認を受けたときに

限り適用するものとする。この場合、旅客からは指定学校の代表者において通学

証明書の欄外左方上部に「実習」と赤書きした通学証明書を提出させるものとし、

発売する通学定期乗車券には、表面上部余白に「実習」と赤書きするものとする。 

 

 （定期乗車券を併用する場合の発売） 

第３１条 通学定期乗車券を所持する旅客が、さらに指定学校に通う場合は、その所持する

定期乗車券の券面区間内の駅を居住地最寄り駅とみなして、その駅と指定学校の

最寄り駅との区間について通学定期乗車券を発売する。 

 

 （割引定期乗車券の発売） 

第３２条 身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第４項に規定する身体

障害者手帳の交付を受けている第１種身体障害者が介護者とともに乗車すると

き、身体障害者手帳を提示したときは、割引の通勤定期乗車券を発売する。介護

者に対する割引定期乗車券は、身体障害者と同一のものとする。ただし、介護者

が通学定期乗車券の使用資格者であっても、介護者に対しては、通学定期乗車券

を発売しない。 

   ２．知的障害者に対する定期乗車券の発売は、「療育手帳制度について」（昭和４８年

９月厚生省発児第１５６号厚生事務次官通知）により定められた、療育手帳制度

要網に規定する療育手帳を呈示したとき、前項に準じて取り扱うものとする。 

 

 （定期乗車券購入申込書の調整） 

第３３条 定期乗車券購入申込書及び通学証明書兼通学定期乗車券購入申込書は当社にお

いて調整し旅客に交付する。ただし、旅客が所定の様式によって調整したもので

も使用することができる。 
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第４節  回数乗車券の発売 

 

 （回数乗車券の発売） 

第３４条 区間及び経路を同じくして乗車する旅客に対して、当該区間に有効な回数乗車券

を発売する。 

 

 （割引の回数乗車券の発売） 

第３４条の２ 身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第４項に規定する

身体障害者手帳の交付を受けている第１種身体障害者が介護者とともに乗

車するとき、身体障害者手帳を提示したときは、割引の回数乗車券を発売す

る。 

   ２．知的障害者に対する回数乗車券の発売は、前項及び第３２条第２項に準じて 

     取り扱うものとする。 

 

 

第５節  団体乗車券の発売 

 

 （団体乗車券の発売） 

第３５条 一団となった旅客の全員が利用施設・発着区間及び経路を同じくし、その全行程  

     を同一の人員で旅行する場合であって次の各号の１に該当し、かつ、当社が団体

として運送の引き受けをしたものに対しては、団体乗車券を発売する。 

   (1) 学生団体 

    イ．次の１に該当する学校等の学生等が８人以上とその付添人、当該学校等の教職

員（嘱託している医師及び看護婦を含む。）、又はこれと同行する旅行業者によっ

て構成された団体で、当該学校等の教職員が引率するもの。 

ただし、へき地教育振興法（昭和２９年法律第１４３号）第２条に規定するへき

地学校で市町村教育委員会が証明したものの生徒又は児童の場合は、その人員

が８人未満のときであっても、この取り扱いをする。 

（イ）指定学校の学生、生徒、児童及び幼児 

    （ロ）児童福祉法(昭和 22 年法律第 164 号)第３９条に規定する保育所及び同法第

39条の 2に規定する幼保連携型認定こども園(以下これらを「保育所等」と

いう。)の児童 

（ハ）社会教育法（昭和２４年法律第２０７号）に基づき開設した勤労青年学校で

都道府県教育委員会が証明したものの生徒 

（ホ）青年学級振興会（昭和２８年法律第２１１号）第２条に規定する青年学級の  

うち、文部科学省の指示により都道府県教育委員会が証明したものの学級生 

ロ．イの付添い人は、大人とし、当該団体を構成する旅客が次の１に該当する場合 
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に限るものとし、その人員は、その旅客１人につき１人とする。 

（イ）幼稚園の幼児、保育所の児童又は、小学校第３学年以下の児童であるとき。 

（ロ）障害又は虚弱のため、当社において付添を必要と認めるとき。 

ハ．イの旅行業者は、当該団体を構成する人員（旅行業者を含む）が１００人まで 

ごとに１人とする。 

   (2) 訪日観光団体 

 訪日観光客８人以上又はこれと同行する旅行業者（ガイドを含む）とによって構

成された団体で、責任のある代表者が引率するもの。ただし、訪日観光客は、日

本国在外外交官・入国審査官・社団法人日本旅行業協会会長において発行した訪

日観光団体であることの証明書を証明するものに限る。 

(3) 普通団体 

 前各号以外の旅客によって構成された８人以上の団体で、責任のある代表者が引

率するもの。 

 

  ２．前項に規定するもののほか、別に定めるところにより、旅行目的、旅客の資格その   

    他特別の運送条件を定めた団体旅客に対して特殊取扱を行い、団体乗車券を発売す   

    ることがある。 

  ３．普通乗車券を購入して乗車しようとする旅客が、第１項に規定する団体への参加等

の事由により、団体旅客としての取り扱いを希望する場合は、特別の約束を旅客が

承諾したときに限り、普通旅客運賃を収受して、団体乗車券を発売することがある。 

 

 （証明書の確認及び収受） 

第３６条 規則第３５条第１項の規定により団体乗車券を発売する場合は、次の各号に定め

るところにより取り扱うものとする。 

   (1) 勤労青年学校の生徒、青年学級生、８人未満のへき地学校の生徒及び児童並びに

これらの教職員等の学生団体については、別紙２の第１号から第３号までに掲げ

る様式による証明書を収受する。 

   (2) 保育所の児童及びその教職員等の学生団体については、別紙２の第４号に掲げる

様式の証明書（証明内容がこれに準ずる証明書を含む）の提示を求め、これを確

認する。ただし、保育所の現存することが明らかな場合は、これを省略すること

ができる。 

 

 （団体旅客運送の申込） 

第３７条 第３５条の規定により団体乗車券を購入しようとする旅客は、次の各号に掲げる

期間にその人員、行程、乗車する列車等その他必要事項を記載した団体旅行申込

書を提出して、団体旅客運送の申し込みを行うものとする。ただし、特に支障の

ないときは、当該各号に定める期間外においても引き受ける。 

   (1) 大口団体にあっては、当該団体の始発駅出発日に属する月の６箇月前の日から１

箇月前の日まで。 

   (2) 前号以外の団体にあっては、当該団体の始発駅出発日の属する月の６箇月前の日

から２日前の日まで。 
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 （団体旅客運送の予約） 

第３８条 旅客から前条の規定による団体旅客運送の申し込みを受けた場合は、当社におい

て、運輸上の支障のない限り、当該団体旅客運送の引き受けをする。 

  ２．前項の規定により団体旅客運送の引き受けをする場合は、乗車日及び乗車する列車 

等を指定して運送の引き受けをする。ただし、運輸上の支障等の事由により乗車す  

る際、当社が乗車する列車等を指定する場合は、当該指定の列車等に乗車する。 

  ３．前各項の規定により、団体旅客運送の引き受けをしたときは、団体旅客申込書に引

き受けをした旨を記載し、団体旅行引受書としてその申込者に交付するものとする。

なお、第３７条第１号に該当する団体の場合は、団体旅行引受書発行の通知を発し

た日から７日以内にこれを引き取らないときは、当該団体旅客運送の申込みは取り

消されたものとして取り扱う。 

  ４．団体旅行引受書の交付を受けた団体旅客運送申込者は、団体乗車券購入の際、これ 

を提示しなければならない。 

  ５．団体旅行申込書の様式は、別紙５のとおりとする。 

 

 （団体旅客の運送上の区分） 

第３９条 団体旅客に対しては第３５条の規定によるほか、次の各号の区分に従って運送の

引き受けを行い、団体乗車券を発売する。 

   (1) 利用列車等による区分 

     イ．専用臨時列車を利用する団体 

       行程の全区間又は一部区間を当該団体だけのために設定した臨時列車（以  

       下「専用臨時列車」という。）を利用する団体。 

     ロ．イ以外の列車等を利用する団体 

       定期列車を利用する団体 

   (2) 大口、小口 

     イ．大口団体 

前号イに定める専用臨時列車を一口の団体だけで利用する場合の団体旅客。 

     ロ．小口団体 

       イ以外の団体であって、当該団体の構成人員によって、次により区分する。 

     （イ）Ａ小口団体 

        ３１人以上の人員によって構成された団体旅客 

     （ロ）Ｂ小口団体 

        ８人以上３０人までの人員によって構成された団体旅客 

    

２．次の各号の１に該当する団体旅客に対しては、その臨時列車の運転区間又は車両の

使用区間について、列車又は車両単位に旅客車を専用する取り扱い（以下「旅客車

専用扱」という。）として団体旅客運送の引き受けをすることがある。 

   (1) 大口団体 

   (2) 次に掲げる小口団体 
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     団体旅客運送の申し込みの際に旅客車専用扱として乗車することを請求した団 

体旅客 

 

 （責任人員） 

第４０条 団体旅客を次の各号の１により運送する場合は、その団体旅客の全行程について

申込人員（大人と小児との混合の団体の場合は、大人と小児との各別の申込人員） 

     の５割に相当する人員を責任人員とし、実際人員がこれに満たない場合であって  

     も、責任人員に相当する団体旅客運賃を収受することを条件として引き受けを行

う。ただし、申込人員が定員に満たないときであっても定員の５割に相当する人

員を責任人員として、団体旅客運賃を収受する。なお、最低人員を別に定めると

きはその人員を責任人員とする。（１人未満のは数は、１両ごとに切り上げる。） 

   (1) 大口団体 

   (2) 旅客車専用扱の団体 

   (3) その他特別の手配をして運送する団体 

 

 （団体旅客に対する保証金） 

第４１条 団体旅客の申込者は、前条の規定により、団体旅客運送引受の内容に従って計算

した団体旅客運賃の１割に相当する額（１００円未満のは数は、１００円に切り

上げる）を保証金として、当社に納付するものとする。 

  ２．前項の規定による保証金は、当社において指定した日までに団体乗車券を購入する 

駅に納付するものとし、申込者が、その期日までに保証金を納付しなかったときは、 

その申し込みが取り消されたものと見なす。 

３．保証金の納付後において、当社の責に期さない事由によって、申込者がその申し込

みを取り消したときは、これを返還しない。 

４．保証金は、団体乗車券発売の際、団体旅客運賃の一部に充当する。 

５．保証金は、次の各号の１に該当する場合に限り、その納付額全額の返還を行う。 

    (1) 当社の都合によって解約した場合。 

    (2) 天災事変等の原因によって団体旅行ができなくなった場合。 

６．保証金に対しては、利子を附さない。 

  

（一部区間不乗の団体乗車券の発売） 

第４２条 旅行行程中の一部区間を乗車しない団体旅客に対し、当社において特に承諾した

場合は、当該区間を通じた団体乗車券を発売することがある。 

 

 （団体構成の特殊取扱方） 

第４３条 学生団体又は普通団体に特殊割引乗車券（被救護者割引又は身体障害者割引等）

を購入して参加することを希望する場合、第１号の旅客にあっては、全行程に対

して旅客１人につき旅客運賃割引証１枚（割引証の乗車区間欄には「団体」と記

入させる。）を収受（第１号を除く旅客にあっては証明手帳の呈示）のうえ、割引

の乗車券類を団体乗車券によって発売し、その旅客（以下「個人割引旅客」とい

う。）を当該団体に附加して団体旅客として取り扱うことができる。ただし、個
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人割引旅客が個人割引旅客を含めた団体全人員の５割を超えることはできない。 

   (1) 規則第４９条の規定による被救護者割引普通乗車券 

   (2) 身体障害者割引普通乗車券 

   (3) 知的障害者割引普通乗車券 

   (4) 精神障害者割引普通乗車券 

 

 （団体旅客運送の申込人員の変更又は申し込みの取消し等） 

第４４条 団体旅客運送の申込者は、運送引受後、旅行開始前に申込人員又は利用列車の変

更、一部の行程の取り消しその他取扱条件を変更する場合は、次の各号に定める

ところによるほか、特に定める場合を除き、団体旅行変更・取消申込書を提出し

て、その変更を申し出るものとする。ただし、運輸上支障がある場合は、変更の

取り扱いをしないことがある。 

   (1) 団体乗車券の購入前に変更する場合は、当該団体旅行引受書を提出する。 

   (2) 団体乗車券の購入後に変更する場合は、当該団体乗車券を呈示する。 

   ２．団体旅行変更・取消申込書の様式は、別紙６のとおりとする。 

 

第４５条 削除 

第４６条 削除 

 

 （団体旅客が所定の人員に満たない場合の取扱方） 

第４７条 団体旅客の人員が規則第３５条に規定する所定の最低人員に満たない場合であ

っても、その不足人員に対する団体旅客運賃を支払うときは、これを団体として

取り扱うことができる。 

２．特殊学校（学校教育法〔昭和２２年法律第２６号〕第７５条に規定する特殊学級を含

む。以下同じ）の生徒又は児童とその付添人等によって構成されたもので、当該学校

長が団体旅行申込書を提出し、社長が承認したものにあっては、その生徒又は児童が

８人未満のときであっても、学生団体として取り扱うことができる。この場合、当該

団体旅行申込書の右方上部に「特殊学校」の例により表示させるものとする。 

 ３．へき地教育振興法（昭和２９年法律第１４３号）第２条に規定するへき地学校で市町 

村教育委員会が証明したものの生徒又は児童の場合は、その人員が８人未満のときで 

も、この取り扱いをする。 

 

 （旅客の区分による旅客運賃適用上の特例） 

第４８条 大人の団体旅客が幼児を随伴する場合で、運輸上支障がないと認められるときは、

規則第５５条にかかわらず、団体旅客１人について幼児１人を随伴することがで

きる。 
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第６節   特殊割引乗車券の発売 

 

 （特殊割引乗車券の発売） 

第４９条 被救護者割引乗車券 

(1) 被救護者本人 

     指定救護施設に保護され、又は救護される者（以下「被救護者」という。）が旅行

する場合で、被救護者旅客運賃割引証を提出したときは、その割引証１枚につい

て１人１回に限り、片道又は往復の割引普通乗車券を発売する。 

   (2) 被救護者の付添人 

     被救護者が老、幼、虚弱若しくは障害のあるため、又は逃亡の恐れがあるため、

当社においてこれに付添人を必要と認める場合で被救護者とその付添人とが同

時に同一区間の乗車券を購入するときは、被救護者１人について付添人１人を限

って前号の規定を準用する。 

   (3) 第２号の規定によって付添人に対して割引乗車券を発売する場合は、被救護者が

往路用の片道乗車券を購入するときであっても、付添人に対して往復乗車券を発

売することがある。 

 

 

   (4) 被救護者旅客運賃割引証を使用して購入した特殊割引乗車券は、当該割引証に記

入されている被救護者又は付添人が、当該施設の代表者の発行した旅行証明書を

携帯する場合に限って使用することができる。 

   (5) 被救護者本人及び付添人に対する割引率は５割とする。 

   (6) 被救護者旅客運賃割引証の様式は、別紙３第１号イのとおりとする。 

   (7) 旅行証明書の様式は、別紙３第２号のとおりとする。 

  ２．身体障害者割引乗車券 

   (1) 身体障害者本人 

      身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第４項の規定により

身体障害者手帳の交付（第１種又は第２種）を受けている身体障害者が単独で旅

行する場合で、身体障害者手帳を呈示することにより普通旅客運賃の割り引きを

する。 

   (2) 身体障害者及びその介護者 

      第１種身体障害者が介護者（１人を限度）とともに購入する乗車券類は種類、

乗車区間、経路及び有効期間が身体障害者と同一で身体障害者の乗車券類と同時

に購入するものでなければならない。 

   (3) 身体障害者に対して割引の取り扱いをする乗車券類の種類は、次の通りとする。 

    ア 普通乗車券 

      第１種身体障害者が単独又は介護者とともに乗車する場合及び第２種身体障

害者が単独で乗車する場合に発売する。 

    イ 定期乗車券 
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      第１種身体障害者及び１２才未満の第２種身体障害者が、介護者とともに乗車 

する場合に発売する。ただし、身体障害者に対して通学定期乗車券を発売する場 

合であっても介護者に対して発売する定期乗車券は、前号の規定にかかわらず、 

通勤定期乗車券に限るものとする。 

    ウ 回数乗車券 

      第１種身体障害者が介護者とともに乗車する場合に発売する。 

   (4) 身体障害者及び介護者に対する割引率は、５割とする。ただし、小児定期乗車券

に対しては、旅客運賃の割引をしない。 

  ３．知的障害者割引乗車券 

     知的障害者（「療育手帳制度について」（昭和４８年９月厚生省発児１５６号厚生 

省事務次官通知））により定められた「療育手帳制度要網」に規定する療育手帳の

交付を受けている者に対する乗車券類の発売方は、身体障害者に対する乗車券類

の発売方に準ずるものとする。 

  ４．精神障害者割引乗車券 

     精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和２５年法律第１２３号）第４５ 

条第２項の規程により精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者に対する乗

車券類の発売方は、身体障害者に対する乗車券類の発売方に準ずるものとする。 

 

 

 

 （被救護者割引証の取扱） 

第４９条の２ 被救護者は、第４９条第１項の規定によって特殊割引乗車券を購入する場合 

は、当該指定救護施設の代表者から割引証の番号・指定番号・乗車区間・乗車券の 

種類・旅行証明書番号・被救護者の指名及び年齢・付添人を必要とするときは、付 

添人の指名及び年齢・有効期限・発行年月日・施設の所在地・名称並びにその代表 

者の氏名が記入され、発行台帳に対して契印の押された被救護者旅客運賃割引証

の交付を受けて、提出するものとする。 

 

第５０条 削除 

 

 （臨時割引乗車券の発売） 

第５１条 当社が必要と認める場合は、臨時に特別の運送条件を定めて割引の普通乗車券 

（以下これらを「個人用乗車券」という。）又は、特殊割引の団体乗車券を発売す

る。 

２．前項の規定によって乗車券を発売する場合は、旅客が特定される場合を除いて、発売

駅・発売区間・発売時間等を関係の駅に掲示する。 
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第 3章 旅 客 運 賃 
 

第１節  通 則 

（旅客運賃の種類） 

第５２条 旅客運賃の種類は、乗車券類の種類に応じて、次の通りとする。 

(1) 普通旅客運賃    片道普通旅客運賃 

               往復普通旅客運賃 

(2)定期旅客運賃     

(3)通勤定期旅客運賃 

               通学定期旅客運賃 

               学期定期旅客運賃 

               乗継割引通勤定期旅客運賃 

               乗継割引通学定期旅客運賃 

   (3) 普通回数旅客運賃 

   (4) 団体旅客運賃 

   (5) 特殊割引旅客運賃  被救護者割引普通旅客運賃 

               身体障害者割引普通旅客運賃 

               身体障害者割引定期旅客運賃 

               身体障害者割引普通回数旅客運賃 

               知的障害者割引普通旅客運賃 

               知的障害者割引定期旅客運賃 

               知的障害者割引普通回数旅客運賃 

精神障害者割引普通旅客運賃 

               精神障害者割引定期旅客運賃 

               精神障害者割引普通回数旅客運賃 

 

 （旅客運賃計算上の営業キロの計算方） 

第５３条 営業キロを使用して旅客運賃を計算する場合は、次の各号により計算する。 

   (1) 旅客運賃は、旅客の実際乗車キロの発着順序によって計算する。 

   (2) １キロメートル未満のは数は、これを１キロメートルに切り上げる。 

 

第５４条 削除 

 

 （旅客の区分及びその旅客運賃） 

第５５条 旅客の年齢区分は次のとおりとし、この規則の定めるところにより、その旅客運

賃を収受する。 

      大人  １２才以上の者 

      小児  ６才以上１２才未満の者 

      幼児  １才以上６才未満の者 
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      乳児  １才未満の者 

  ２．前項の規定にかかわらず、１２才以上１３才未満の小学校の児童は、小児とし、 

６才以上７才未満の小学校入学前の小児は、幼児として取り扱うことができる。 

  ３．第１項の規定による幼児又は乳児であっても、次の各号の１に該当する場合はこ 

れを小児とみなし、旅客運賃を収受する。 

   (1) 幼児が幼児だけで旅行するとき。 

   (2) 幼児が、乗車券を所持する６才以上の旅客（団体旅客を除く）に２人を超えて随 

伴されて旅行するとき。ただし、２人を超えた者だけ小児とみなす。 

   (3) 幼児が団体旅客として旅行するとき又は団体旅客に随伴されて旅行するとき 

  ４．前項の場合の外、幼児又は乳児に対しては、旅客運賃を収受しない。 

  

（小児の旅客運賃） 

第５６条 小児の片道普通旅客運賃、定期旅客運賃は、大人の片道普通旅客運賃、定期旅客 

運賃をそれぞれ折半し、１０円未満のは数を切り上げて１０円単位とした額（以

下この方法を「端数計算」という。）とする。 

 

 （割引の旅客運賃） 

第５７条 割引の旅客運賃は、大人又は小児の無割引の旅客運賃から割引額を差し引いて、

端数計算した額とする。 

 

 （旅客運賃の概算収受） 

第５８条 車内において旅客運賃を収受する場合、旅客運賃の概算額を収受することがある。 

  ２．前項の規定によって収受した概算額は、前途の駅において旅客の申し出によって 

精算する。 

 

 （概算額の収受方） 

第５８条の２ 前条の規定による旅客運賃の概算額の収受は、精算額による取り扱いのでき

ない場合等、やむをえない場合に限り行うものとする。 

   ２．前項の規定により収受する概算額は、旅客運賃を超える額を収受するよう努め前 

途の駅において精算する旨を案内しなければならない。 

   ３．旅客から収受する概算額は、旅客運賃を著しく超えないようにしなければならな

い。 

   ４．車内において概算収受する際の証明書の様式は、別紙４のとおりとする。 

  

 

（車内における証明書の取扱方） 

第５８条の３ 前条第４項の取り扱いは、列車内に設備する運賃箱で行うこととする。 

   ２．証明書の発行方は、次の各号による。 

    (1) 証明書の事由欄の該当するものを○で囲み、領収額、収受区間、人員、年月日、 

列車番号を記入する。 

    (2) 領収額欄について、金額は訂正できないものとする。又、空欄は抹線で埋める 
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こととする。 

    (3) 証明書の甲片は旅客に交付し、乙片は列車に備え付けるＪＲ券（不足運賃収受 

原券）入れに投入する。 

 

（旅客運賃割引の重複適用の禁止） 

第５９条 旅客は、旅客運賃について２以上の割引条件に該当する場合であっても同一の乗

車券類について、重複して旅客運賃の割引を請求することができない。 

 

第６０条 削除 
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第 2節 普通旅客運賃 

 

 （大人の旅客運賃の計算方法） 

第６１条 大人普通旅客運賃の計算方法は、営業キロに対する「対キロ区間制」を適用する。 

       『対キロ区間制』 

    ○１１７キロまで 

             ３キロまで                  ２３０円 

  ３キロを超えて６キロまで                  ２９０円 

      ６キロを超えて９キロまで                  ３４０円 

     ９キロを超えて１２キロまで                  ４００円 

    １２キロを超えて１５キロまで                  ４３０円 

    １５キロを超えて２０キロまで                  ５９０円 

    ２０キロを超えて２５キロまで                  ７００円 

    ２５キロを超えて３０キロまで                  ８４０円 

３０キロを超えて３５キロまで                  ９８０円 

３５キロを超えて４０キロまで                １，１２０円 

    ４０キロを超えて４５キロまで                １，２７０円 

    ４５キロを超えて５０キロまで                １，４１０円 

    ５０キロを超えて５５キロまで                １，５５０円 

    ５５キロを超えて６０キロまで                １，５８０円 

    ６０キロを超えて６５キロまで                １，７９０円 

    ６５キロを超えて７０キロまで                １，８３０円 

    ７０キロを超えて８０キロまで                ２，０４０円 

    ８０キロを超えて９０キロまで                ２，２４０円 

   ９０キロを超えて１００キロまで                ２，４５０円 

  １００キロを超えて１１０キロまで                ２，６４０円 

  １１０キロを超えて１１７キロまで                ２，８１０円 

 

２.大人普通旅客運賃は、別表３のとおりとする。 
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第 3節 定期旅客運賃 

 

 （定期旅客運賃の計算方法） 

第６２条 当社線内相互発着となる場合の大人定期旅客運賃は、営業キロに対する「表定制」 

     を適用し、次の各号に定めるとおりとする。 

(1)大人通勤定期旅客運賃      

別表４に定める額とする 

(2)大人通学定期旅客運賃      

別表５に定める額とする 

(3)３箇月定期旅客運賃 

 １箇月定期旅客運賃を３倍し、これを５パーセント低減した額を端数計算した 

 額とする。 

(4)６箇月定期旅客運賃 

     １箇月定期旅客運賃を６倍し、これを１０パーセント低減した額を端数計算した 

額とする。 

 

 （小児定期旅客運賃の計算方法） 

第６３条 小児定期旅客運賃は、大人定期旅客運賃を折半し、端数計算した額とする。 

 

 （割引定期旅客運賃の計算方法） 

第６４条 第２８条第１項第２号及び第２項により、割引の定期乗車券を発売する場合は、 

     次の各号の定めるところによって定期旅客運賃の割引を行う。 

    (1)第２４条に規定する中学校及び盲学校、聾学校、養護学校、（以下これらを特殊

学校という。）の中学部の生徒に対しては、別表６に定める額とし、大人通学定

期旅客運賃の３割引とする。 

(2)第２４条に規定する小学校及び特殊学校の小学部の児童に対しては、別表７に定 

める額とし、前号によって算出した中学生用通学定期旅客運賃の５割引とする。 

 

 

（乗継割引定期旅客運賃の計算方法） 

第６５条 第２８条第３項に規定する九州旅客鉄道会社線にまたがる場合の乗継割引定期

乗車券を発売する場合は、所定の定期運賃の２割引とし、第７２条の規定及び別

表第８号によるほか、第６２条から第６４条の規定を準用するものとする。 

 

 （２区間以上の区間に対する定期旅客運賃の計算方法） 

第６６条 第３１条の規定により発売する場合で、乗車区間の全区間が旅客運賃計算上１区

間となるときは、指定学校又は居住地最寄りの駅において営業キロを打ち切らな

いで、その前後の営業キロによって計算することができる。 
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第４節  回数旅客運賃 

 

 （普通回数旅客運賃の計算方法） 

第６７条 普通回数旅客運賃の計算方法は、次の各号のとおりとする。 

(1)大人普通回数旅客運賃 

ア．１１券片綴りの場合、発着区間の片道普通旅客運賃を１０倍した額とする。 

イ．６券片綴りの場合、発着区間の片道普通運賃を６倍した額の１割引とする。 

(2)小児普通回数旅客運賃 

ア．１１券片綴りの場合、発着区間の小児片道普通旅客運賃を１０倍した額とす

る。 

イ．６券片綴りの場合、発着区間の小児片道普通旅客運賃を６倍した額の１割           

       引とする。 

 

第５節  団体旅客運賃 

 （団体旅客運賃の割引率） 

第６８条 第３５条によって団体乗車券を発売する場合は、次の割引率によって普通旅客運

賃の割引を行う。 

 

運賃の適用方法   団体運賃 

団体種別・区分 割引率 

普通団体 １割５分引(注) 

学生団体 

学生等 
大人 

２割引 
小児 

教職員、付添人 

旅行業者 

        (注)当社が販売促進上必要と認める場合、９割引を限度に割引。 

     ※学生等：学生、生徒、児童、幼児、青年学級生 

     ※団体の構成人員は、８人以上とする。 

     ※学生団体は、８人以上の学生とその付添人が必要。 

 (団体旅客運賃の計算方法) 

第６９条 団体旅客運賃の計算方は、次のとおりとする。 

（1）大人の団体旅客運賃は、全行程に対する 1 人あたり大人普通旅客運賃から割引 

額を差し引いた額を端数計算し、これに団体旅客運賃の収受人員を乗じた額とす

る。 

（2）小児の団体旅客運賃は、全行程に対する 1 人あたり小児普通旅客運賃から割引  

額を差し引いた額を端数計算し、これに団体旅客運賃の収受人員を乗じた額とす

る。 
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（3）大人と小児とが混乗する場合の団体旅客運賃は、大人、小児各別に、前各号の規 

定によって算出した額を合計した額とする。 

２.前項の場合において、その構成人員中に割引率を異にするものがあるときは、その割 

  引率を異にする人員ごとに前項の規定を適用する。 

３.無賃扱人員は次のとおりとする。 

普通団体及び訪日観光団体に対しては、団体旅客が３１人以上５０人までのときはう

ち 1 人、５１人以上のときは５０人までごとに 1 人を加えた人員を無賃扱人員として

旅客運賃を収受しない。 

 

(団体旅客運賃を計算する場合の営業キロの計算方) 

第７０条 団体旅客運賃を計算する場合の営業キロの通算は、第５３条の規定による外、次   

     のとおりとする。 

（1）旅客が、第４２条の規定により不乗区間の旅客運賃を支払うときは、前後の区間

及びその不乗区間の営業キロを通算する。 

（2）普通乗車券について途中下車を禁止している区間内において途中下車をする団 

体旅客に対しては、当該駅をもって前後の営業キロを打ち切って団体旅客運賃を 

計算する。 

 

第６節  その他 

（臨時割引乗車券） 

第７１条 第５１条の規定による割引の個人用乗車券の割引率、その他の取り扱いは、別に

定める。 

  

（連絡運輸にかかわる旅客運賃） 

第７２条 連絡運輸にかかわる旅客運賃は、各運輸機関の旅客運賃を合計したものとする。 

 

第７３条 削除 
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第４章 乗車券の様式 

 

第１節 通 則 

 

 （乗車券の表示事項） 

第７４条 乗車券の表面には、次の各号に掲げる事項を表示する。 

(1)旅客運賃額 

(2)有効区間 

(3)有効期間 

(4)発売日付 

(5)発売箇所名 

2.次の各号に掲げる乗車券類にあっては、前項に規定する表示事項の一部を省略する 

ことがある。 

(1)臨時に発売する乗車券類 

(2)その他特殊の乗車券類 

 

 （字模様の印刷） 

第７４条の２ 乗車券は別に定める場合を除き、表面に字模様を印字する。 

 

 （乗車券類の様式の変更又は補足等） 

第７５条 この章において規定する乗車券類の様式は、印刷上の形式であって、それぞれの 

乗車券類は、相当の事項を印刷するとともに、発売する際に、不足する事項又は

印刷する事項を記入式とした事項等については、印章を押印し、記載し、切断し、

又は入鋏する等の方法によって補うものとする。 

 

（乗車券類の駅名等の表示方） 

第７６条 乗車券類の駅名及び旅客運賃の表示方は、次のとおりとする。 

(1)乗車券の発駅名及び着駅名は、旅客運賃の計算方に従って表示する。 

(2)団体乗車券の乗車区間については、乗車する列車の発駅名及び着駅名を表示する。 

(3)乗車券の発駅名及び着駅名を略図をもって、また、着駅名を金額をもって表示す 

ることがある。 
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 （旅客運賃の割引等に対する表示方） 

第７７条 旅客運賃の割引等を行う乗車券類には、その証として、関係券片の表面（第 7号

に規定する記号については裏面）にゴム印の押捺により、次の各号に定める記号

等の表示を行う。 

（１）旅客運賃を割引するもの。 

イ．第４９条第１項の規定による被救護者割引 

（イ）被救護者用    （ロ）付添人用 

 

 

              

   ロ・第４９条第２項の規定による身体障害者割引 

（イ）単独用      （ロ）介護付用 

 

    

 

ハ．第４９条第３項の規定による知的障害者割引 

（イ）単独用      （ロ）介護付用 

 

 

 

   ニ．第５１条の規定による臨時割引乗車券 

    （イ）割引率の明らかなもの 

 

              又は 

 

    （ロ）（イ）以外のもの 

 

 

 

   ヘ．第６４条の規定による定期割引 

    （イ）第６４条第１号の規定によるもの。 

 

 

 

（ロ）第６４条第２号の規定によるもの。 

 

 

 

 

 

救 

31 

添 

33 

C 
身 

81 

障 

83 

介 

85 

療 

78 

育 

79 

護 

80 

2 割 ５割 

割引 

中 42 

小 42 

高 46 

高 
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（２）大人用又は大人小児用の乗車券を小児用とするもの。 

イ．大人用の乗車券を小児用に代用するもの及び大人小児用の普通回数乗車券を小児

に発売するもの。 

 

 

 

ロ．乗車券類発売機用の大人小児用の乗車券を小児用とするもの。 

 

 

 

（３）旅客運賃を後払とするもの。 

 

 

 

（４）再交付するもの。 

 

 

 

（５）期間満了前の定期乗車券を回収して、期間の継続する新たな定期乗車券を、その有 

効期間の開始日前から有効とさせるもの。 

 

 

 

（６）普通乗車券等で有効期間の開始日を発売日後の日とするもの。 

              ただし、表面に表示しがたいときは、裏面 

月 日から有効 駅名    に表示し、表面には、「前」と表示する。 

 

（７）使用資格者であることの証明書類の携帯を必要とするもの。 

 

             又は、「証第    号」 

              

（８）片道乗車券２枚を発行し、往復乗車券に代用するもの。 

 

 

 

 

（９）当社線と連絡会社線との割引率が異なるもの、又はそのいづれか一方に割引の適用 

がないもの。 

   

 

小 

小 
 

後払 

再 

継続 

ゆ  き 

有効期間は、片 

道の２倍です。 

    証 

第   号 

か え り 

有効期間は、片 

道の２倍です。 

社  割 

鉄  割 社  割 
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（１０）乗車券類を廃札する場合、その証として、乗車券類の表面に押すもの。 

  

 

 

  

（１１）定期助成金を適用した場合、定期券券面に押印するもの。 

 

補 助 

 

[参考]ゴム印の大きさは、およそ次のとおりとする。 

  （1）円形の印  直径１cm 

  （2）正四角形の印 １辺１cm 

  （3）その他の印 

    ア．定期割引の長方形の印     横１．５cm 縦０．７cm 

    イ．鉄・社割引の長方形の印    横１．５cm 縦１cm 

    ウ．乗車券類発売機用の小児の印  初号活字程度 

    エ．継続の長方形の印       横１．５cm 縦１cm 

    オ．有効期間の開始日の長方形印  横３．５cm 縦０．５cm 

    カ．証明書番号の長方形の印    横２．５cm 縦１cm 

    キ．往路用及び復路用の長方形の印 横２cm   縦１．５cm 

    ク．無効の正四角形の印      横１．５cm 縦１．５cm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駅 名 

無 効 
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×  ×  × 

×  ×  × 

×  ×  × 

×  ×  × 

 

第２節  乗車券の様式 

第1款  普通乗車券の様式 

 

 （常備片道乗車券の様式） 

第７８条 常備片道乗車券の様式は、次の各号に定めるとおりとする。 

（１）一般式大人小児用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）金額式大人用 

発駅名印刷式            発駅名記入式 

 

                                                                              

     肥薩おれんじ鉄道線     001ー0010                       肥薩おれんじ鉄道線       011ー0010 

八代   → 230                   →  230   

     発売当日限り有効   下車前途無効                     発売当日限り有効    下車前途無効 

                                                                        

     肥薩おれんじ鉄道線     001ー0009                肥薩おれんじ鉄道線       011ー0009  

八代   → 230              →  230 

     発売当日限り有効   下車前途無効             発売当日限り有効    下車前途無効 

    ～～～～～省     略～～～～        ～～～～省     略～～～～ 

     肥薩おれんじ鉄道線     001ー0002                肥薩おれんじ鉄道線      011ー0002  

      八代   → 230               → 230  

発売当日限り有効   下車前途無効            発売当日限り有効    下車前途無効 

    肥薩おれんじ鉄道線     001ー0001                 肥薩おれんじ鉄道線     011ー0001  

      八代   → 230               → 230 

発売当日限り有効   下車前途無効             発売当日限り有効   下車前途無効 

6.0ｃｍ                   6.0ｃｍ 

 

 

 

 

       肥薩おれんじ鉄道 

普 通 乗 車 券 No．0001 

八代      川内 

経由肥薩おれんじ鉄道線）   

発行当日限り有効    ¥     円 

     年  月  日  八代駅発行 

 

6cm 

9cm 

円
区
間 

円
区
間 

3cm 

1cm  

3cm 

円
区
間 

円
区
間 

円
区
間 

円
区
間 

円
区
間 

円
区
間 

3cm 

3cm 
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×
 
 
×
 
 
 
 
 
 
×
 
 
×

 

    

       肥薩おれんじ鉄道 

印章 普 通 乗 車 券  No.0001 

                           

自社 
 

ＪＲ 
 

 発売日共   日間有効 \    円 

  年  月  日     駅発行 

 

×
 
 
×
 
 
 
 
 
 
×
 
 
×

 

    

 

 （常備往復乗車券の様式） 

第７９条 常備往復乗車券の様式は、次の各号に定めるとおりとする。 

  一般式大人用 

 

    肥薩おれんじ鉄道     肥薩おれんじ鉄道 

   かえり    №1201    ゆき     №1201 

    

    川   内 から    八   代 から 

    八   代 まで    川   内 まで 

 

   経 由 （肥薩おれんじ鉄道線）  経 由 （肥薩おれんじ鉄道線） 

   発売日共  2 日間有効    発売日共  2 日間有効 

      ￥     円        

   下車前途無効          下車前途無効 

        年   月   日         年   月   日 

      八代駅発行          八代駅発行 

 

 

（補充片道乗車券の様式） 

第８０条 補充片道乗車券の様式は、次の定めるとおりとする。 

 一般式大人小児用 

 

 

甲                   乙 

                                   

    

 

  

                         経由（ 

   

    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

Ｍ Ｍ 

       肥薩おれんじ鉄道 

普 通 乗 車 券    No.0001 

                                                       

経由（          

発売日共   日間有効 \    円 

  年  月  日     駅発行 

 

6cm 

甲 甲 

9cm 
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（補充往復乗車券の様式） 

第８１条 補充往復乗車券の様式は、次に定めるとおりとする。 

  大人小児用 

 

      肥薩おれんじ鉄道     肥薩おれんじ鉄道 

     甲 かえり    №      ゆき     № 

      

            から           から 

              まで          まで 

 

経 由（             経 由（          

    発売日共     日間有効   発売日共      日間有効 

        ￥       円       ￥        円 

       平成  年  月  日       平成  年  月  日 

               発行              発行 

 

 （特別補充券の様式） 

第８２条 特別補充券の様式は、次に定めるとおりとする。 

          表                          裏 

 
    

 

×

から

有効 種別
か ゆ
ら き

日間

有効

Days

1 2 3

人 人 人

円

円

（往）

～

（復）

×

×

×

円

領収額  　　　　Amount Received

原

券

　　　　　　　　　号　　　　　　　　　円　　　　　　月　　　　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

乙　冊　０００１-０２

千

1
片

道

2
往

復

事

由

人員

発売日共

Good for

経由

収
受
又
は
変
更
区
間

￥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　　　　　　　　　　　　　　　　.

学割
小児
Child

大人
Adult

記
事

発　売　額　計

平成　　年　　月　　日　　　　　　　　           　　　　　　　　　発行

（入鋏・途中下車印）

接続

再掲 その他連絡運賃計

　　　　　　　　　　　　（ご案内）
（1）当社線区内の各駅相互発着の乗車券として発行した
　　 ものは、途中駅で下車したときは前途は無効です。

（2）領収書額を訂正したものは無効です。

（3）領収額欄以外の欄を訂正したものに、訂正印のない
　　 ものは無効です。

1.3cm 8.2cm 

12.5cm 
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（車内補充券の様式） 

 

第８３条 車内補充券の様式は、次に定めるとおりとする。 

   車内補充券 

 

         8cm 

 

（自動券売機で発売する普通乗車券の様式） 

第８４条 自動券売機で発売する普通乗車券の様式は、次に定めるとおりとする。 

  自動券売機用 

 

 

 

 

 

 

第８５条 削除 

 

 

 

 

肥薩おれんじ鉄道
千 円

甲冊

人 人

1．八代　　　　　　　　16．出水 1．八代　　　　　　　　16．出水

2．肥後高田　　　　　17．西出水 2．肥後高田　　　　　17．西出水

3．日奈久温泉　　 　18．高尾野 3．日奈久温泉　　 　18．高尾野

4．肥後二見　　　　　19．野田郷 4．肥後二見　　　　　19．野田郷

5．上田浦　　　　　　 20．折口 5．上田浦　　　　　　 20．折口

6．御立岬公園　　　 21．阿久根 6．御立岬公園　　　 21．阿久根

7．肥後田浦　　　　　22．牛ノ浜 7．肥後田浦　　　　　22．牛ノ浜

8．海浦　　　　　　　　23．薩摩大川 8．海浦　　　　　　　　23．薩摩大川

9．佐敷　　　　　　　　24．西方 9．佐敷　　　　　　　　24．西方

10．湯浦　　　　　　　25．薩摩高城 10．湯浦　　　　　　　25．薩摩高城

11．津奈木　　　　　 26．草道 11．津奈木　　　　　 26．草道

12．新水俣　　　　　 27．上川内 12．新水俣　　　　　 27．上川内

13．水俣　　　　　　　28．川内 13．水俣　　　　　　　28．川内

14．袋　　　　　 14．袋　　　　　

15．米ノ津 15．米ノ津

予備

記事

平成　　　　　　年　　　月　　日　第　　　　　　　　　　　　　　D列車乗務員発行

1.片道　　2.区変　　3.別片道　　4.割引（　　　　　　　）

￥

領収額　　　  　Amount Received

乗車駅　　　から 降車駅　　　まで

から まで

有　効
期　間

日

事由

人員
大人
Adult

小児
Child

×

×

　　　　　　　　　　　　　　　　〈ご案内〉

（1）当社線区間内各駅相互発着の乗車券として発行
　　したものは、途中駅で下車したときは前途は無効
　　です。

（2）当社線区間内各駅相互発着の乗車券として発行
　　したものは、発売当日限り有効です。

（3）領収書額を訂正したものは無効です。

（4）領収額欄以外の欄を訂正したものに、訂正印の
　　ないものは無効です。

（5）乗降駅欄の御立岬公園は「たのうら御立岬公園」
　　の略称です。

×

×

肥薩おれんじ鉄道 

Izumi 

  

 小 

12cm 

出水 ▶ ７００円区間 

下車前途無効     25. ―1 . ―1 12：00 

発売当日限り有効     0001 出水駅発行 

小児３５０円 



30 

8.5cm 

6cm 

第 2款 定期乗車券の様式 

 
 （常備定期乗車券の様式） 

第８６条 常備定期乗車券の様式は、次に定めるとおりとする。 

   通勤・通学定期乗車券大人・小児用 

          表                            裏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（準常備定期乗車券の様式） 

第８７条 準常備定期乗車券の様式は、次に定めるとおりとする。 

   期間指定式、通勤・通学定期乗車券大人・小児用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            9cm                         3.5cm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 通勤定期 

  出水  川内       出水  川内 

肥薩おれんじ鉄道線経由     年  月  日から           肥薩おれんじ鉄道線経由 

    年         月      日まで          

                                      出水駅発行 

                 様  才  

  年  月  日       出水駅発行 

     

１
箇

月
 

３
箇

月
 

６
箇

月
 

何
 

何
 

何
 

円
 

何
 

円
 

円
 

円
 

何
 

何
 

何
 

①
 

③
 

⑥
 

甲 
表 

乙 

１箇月               通学定期 

  八代   田浦       
肥薩おれんじ鉄道線経由       年  月  日から           

    年         月      日まで         

                                      

                 様  才  

  年  月  日       八代駅発行 

 

肥

後 

N
O
・

0
1

2
3
 

（1）証明書は、必ず携帯し、証明書及び定期乗車券は、係員から請求があ

るときはいつでもお見せください。 

（2）送迎の際は、別に入場券をお求めください。 

（3）列車の運行休止により引き続き５日間以上使用できなかった場合は、 

   有効期間の延長等の取り扱いをいたします。 

   なお、連絡定期乗車券については、運行休止となった運輸機関の区間 

についてもこの取り扱いをいたします。 

（4）券面記載事項にしたがってお使いください。券面記載事項に違反して

使用されたり、次のような場合は、不正乗車として乗車券を無効として

回収し、全区間の普通旅客運賃と２倍の旅客運賃を頂きます。 

  イ 使用資格、氏名、年齢、乗車区間その他の史実を偽って購入して使

用されたとき 

  ロ 券面の表示事項をぬり消し、又は改変して使用されたとき 

  ハ 区間の連続しない他の乗車券をあわせ使用し、その各券片に表示さ

れた区間と区間との間を無札で乗車されたとき 

（5）有効期限が切れたら直ちにお返しください。 

N
O
・

0
1

2
1
 

N
O
・

0
1

2
1
 

6cm 
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8.5cm 8.5cm 

 

（補充定期乗車券の様式） 

第８８条 補充定期乗車券の様式は、次に定めるとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８９条 削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肥薩おれんじ鉄道             通勤定期 

 

 

   （     ）      （     ）  

  年  月  日から   １・３・６箇月 

 

         ■       ■ 

          円        様    才 

  年  月  日 八代駅 発行 No.0011－11     

経
由 

                通勤定期 

 

 

(     )       （     ） 

  年  月  日から   1・3・6 箇月 

 

        ■     ■ 

        円        様   才 

  年  月  日 八代駅 発行 No.0011－01 

経
由 

自社 

JR 

甲 乙 

印 

章 

6cm 

肥薩おれんじ鉄道             学期定期 

 

 

   （     ）      （     ）  

  年  月  日から   １・2・3 学期 

 

         ■       ■ 

          円        様    才 

  年  月  日 八代駅 発行 No.0011－11     
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第 3款 回数乗車券の様式 

 

 （普通回数乗車券の様式） 

第９０条 普通回数乗車券の様式は、次に定めるとおりとする。 

  一般普通回数乗車券大人・小児用 

       

6.0㎝            6.0㎝ 

 

第９１条 削除 

 

第９２条 削除 

  



33 

    第 4款 団体乗車券の様式 

（団体乗車券の様式） 

第９３条 団体乗車券の様式は、次に定めるとおりとする。 

   団体乗車券                     表 

 

                   18.0 ㎝              裏  

 

 

第９４条 削除 

 

 

 

 

 

大人 小児 教付 業者（有） 業者（無） 合　計 ×

第１回

第２回 ×

第３回

大人 小児 教付 業者（有） 業者（無） 合　計

×

×

（注意）旅行開始後においては、特別な場合を除いて旅客の払いもどしをいたしません。

（改札証明欄）

（出札証明欄）

回　数 申　出　日　時 取　扱　駅
減　　少　　人　　員

　　乗　車　駅　　　 降　車　駅
実　　際　　乗　　車　　人　　員

乙

肥薩おれんじ鉄道
期

別 引受番号 第　　号
備

考

× 種　 類

大人 小児 教職員付添人 旅行業者㈲ 旅行業者(無） 無賃扱 合計

×

人 人 人 人 人 人 人 人 人

割引率 人員（大小）

列車番号 割 人

割 人

割 人

割 人

× 割 人

× 諸料 責任人員 人

号 保証金 円

実際乗車人員

乗車月日 区　　　　　間

行　　　　　　　程

記　事

平成　　年　　月　　日　　　　　　　　　駅発行　　

１人当り旅客運賃

割引運賃　　　　　　　　　　円

普通運賃　　　　　　　　　　円

割引運賃　　　　　　　　　　円

・ →

・ →

・ →

普通運賃　　　　　　　　　　円

割引運賃　　　　　　　　　　円 円

普通運賃　　　　　　　　　　円

・ →
円

領　収　額　合　計

運賃打切区間

円

NO　0021-35

団体名又は代表者名 様

団　体　乗　車　券

円

普通運賃　　　　　　　　　　円

割引運賃　　　　　　　　　　円 円

普通運賃　　　　　　　　　　円

割引運賃　　　　　　　　　　円 円

団体旅客運賃
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第 5款 整理券等の様式 

 

 （整理券の様式） 

第９５条 整理券の様式は、次に定めるとおりとする。 

   一般整理券（車内用）           乗継整理券 

 

 

 

 

 

  

 

 

 （精算証明書の様式） 

第９６条 整理券の様式は、次に定めるとおりとする。 

    精算証明書（車内精算用） 

 

 

 

 

 

 

 

第９７条 削除 

 

第９８条 削除 

 

第９９条 削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米ノ津 
おりまげない 

でください 

肥薩 

おれんじ鉄道        

15 米ノ津 

おりまげない 

でください 

肥薩 

おれんじ鉄道 

継 

精算証明書      新八代駅 
 
ＪＲ九州駅・改札口の 

係員におわたしください 

 

肥薩 

おれんじ鉄道  ２００３．１２.１６      

 

2
02
5
.0
1
.0
1 

2
02
5
.0
1
.0
1 

 

15 
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    第５章  乗車券の効力 

    第 1節   通 則 

 

 （乗車券の使用条件） 

第 100条 乗車券は、乗車人員を記載したものを除き、1券片をもって１人が 1回に限り、 

     その券面表示事項に従って使用することができる。ただし、定期乗車券について 

は、その使用回数を制限しない。 

   2.１人の旅客が、同一区間に対して有効な２枚以上の同種の乗車券類を所持する場合

は、当該乗車については、その 1枚のみを使用することとする。 

   3.乗車券類は乗車以外の目的で乗降場に入出する場合には、使用することができな 

い。 

 

 （乗車券の使用条件の特例） 

第 101条 指定学校の入学予定の学生又は生徒に対して発売する学生割引普通乗車券は、学

校学生生徒旅客運賃割引証が学年の始期以前に交付されたものであっても、その

学年の始期以後の日を有効期間の開始日とする場合に限って発売する。 

   2.指定学校の卒業予定の学生又は生徒に対して発売する学生割引普通乗車券は、その 

学年の終期までの日を有効期間の開始日とする場合に限って発売することができ 

る。 

   3.前各項の規定は、学生団体としての団体乗車券を発売する場合に準用する。 

  ［注］「学年の始期」とは、学年の始まる月の初日をいい、「学年の終期」とは、学年の

終わる月の末日をいう。 

 

 （効力の特例） 

第 102条 乗車券は、次の各号に掲げる場合は、第１００条の規定にかかわらず、使用する

ことができる。 

（１）大人用乗車券を小児が使用して乗車する場合。 

（２）乗車券の券面に表示された発着区間の途中駅から乗車する場合。 

 

 

 （券面表示事項が不明又は不備の乗車券類） 

第 103 条 乗車券は、その券面表示事項が不明となったときは、使用することができない。 

   2.前項の規定により使用できない乗車券を所持する旅客は、これを駅（定期乗車券 

 にあっては、発行した駅）に差し出して書替を請求する事ができる。 

3.前項の規定により旅客から書替の請求があった場合は、旅客に悪意がないと認め 

られ、かつ、その不明事項が判別できるときに限って、当該乗車券と引き替え  

に再交付の取り扱いをする。 
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（不乗区間に対する取り扱い） 

 第 104条 旅客は、第１０２条第２号の規定により乗車券の券面に表示された発着区間内

の途中駅から旅行を開始し、又は、同区間内の途中駅で下車した場合の不乗区

間については、乗車及び払い戻しの請求をすることができない。 

 

  （有効期間の起算日） 

 第 105 条 乗車券類の有効期間は、有効期間の開始日を特に指定して発売したものを除

き、当該乗車券類を発行した当日から起算する。 

 

 第 106条 削除 

 

  （乗車券類不正使用未遂の場合の取扱方） 

 第 107条 旅客が、当該乗車について効力のない乗車券類を使用しようとした場合は、こ

れを無効として回収する。ただし、他の乗車について使用できるものであって、

旅客に悪意がなく、その証明ができる場合は、この限りでない。 

 

 第 108条 削除 

 

 

第２節 乗車券の効力  

     

  （有効期間） 

 第 109条 乗車券の有効期間は、次の各号のとおりとし、有効開始日を指定して発売した

ものを除き、当該乗車券を発行した当日から起算する。この場合、有効期間の

初日は時間の長短にかかわらず 1日として計算する。 

（１）普通乗車券 

ア．片道乗車券は 1日とする。 

イ．往復乗車券は片道乗車券の有効期間の２倍とする。 

（２）定期乗車券 

１箇月・３箇月又は６箇月とし、券面に表示する期間のとおりとする。 

但し学期定期乗車券については、１学期(１０２日-１０４日)、２学期(１１７ 

日-１１９日)、３学期(７５日-７７日)とし、券面に表示する期間のとおりとす 

る。 

（３）普通回数乗車券 

３箇月とする。ただし、６券片制普通回数乗車券は、１箇月とする。 

（４）団体乗車券 

その都度定める。 
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  （途中下車） 

 第 110条 旅客は運行開始後、その所持する乗車券によって、その券面に表示された発着 

区間内の着駅以外の駅に下車して出場した後、再び列車に乗り継いで旅行する 

ことができる。ただし、次の各号の駅を除く。 

（１）当社線内相互発着となる普通乗車券を使用する場合は、その区間内の駅。ただ

し、列車等の接続駅で、接続関係等の理由により、旅客が下車を希望する場合

を除く。 

（２）普通回数乗車券を使用する場合は、その券面に表示された区間内の駅。 

（３）団体乗車券を使用する場合は、当社が特に途中下車できる駅を指定した以外の

駅。 

 

 （回数乗車券の同時使用） 

 第 111条 大人用の普通回数乗車券は、これを小児が同時に使用する場合は、第１００条

の規定にかかわらず、１券片をもって小児２人が乗車することができる。 

 

 （割引普通回数乗車券の効力） 

 第 111条の 2 旅客運賃割引証によって購入した割引普通回数乗車券は、使用資格者が使

用する場合に限って有効とする。 

 

 （定期乗車券以外の乗車券が無効となる場合） 

 第 112条 定期乗車券以外の乗車券は、次の各号の１に該当する場合は、その全券片を無

効として回収する。 

（１）旅客運賃割引証を記名人以外の者が使用したとき。 

（２）券面表示事項が不明となった乗車券を使用したとき。 

（３）第２３条第１項の規定により、無効となる旅客運賃割引証で購入した乗車券を

使用した場合。 

（４）資格等を偽って発行された、各種割引証又は証明書で購入した乗車券を使用し

たとき。 

（５）券面表示事項をぬり消し、又は改変して使用したとき。 

（６）区間の連続していない２枚以上の普通乗車券、若しくは回数乗車券、又は普通

乗車券と回数乗車券とを使用して、その各券面に表示された区間と区間との間

を乗車したとき。 

（７）旅行開始後の乗車券を他人から譲り受けて使用したとき。 

（８）証明書等の携帯を必要とする乗車券を使用する旅客が、これを携帯していない

とき。 

（９）有効期間を経過した乗車券を使用したとき。 

（１０） 大人が小児用の乗車券を使用したとき。ただし、乗車券の有効期間中に、使

用旅客の年齢が１２才に達した場合を除く。 

（１１） その他、乗車券を不正乗車の手段として使用したとき。 

  ２．前項の規定は、偽造した乗車券を使用した場合に準用する。 
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 （改氏名の場合の定期乗車券の書替） 

 第 113条 定期乗車券の使用者は、氏名を改めた場合は、これを駅に差し出して、その氏

名の書替を請求しなければならない。 

 

 （定期乗車券が無効となる場合） 

 第 114条 定期乗車券は、次の各号の 1に該当する場合は、無効として回収する。 

（１）定期乗車券をその記名人以外の者が使用したとき。 

（２）券面表示事項が不明となった定期乗車券を使用したとき。 

（３）使用資格・氏名・年齢・区間又は通学の事実を偽って購入した定期乗車券を使

用したとき。 

（４）券面表示事項をぬり消し、又は改変して使用したとき。 

（５）区間の連続していない２枚以上の定期乗車券を使用して、その各券面に表示さ

れた区間と区間との間を乗車したとき。 

（６）定期乗車券の区間と連続していない普通乗車券又は回数乗車券を使用して、そ

の各券面に表示された区間と区間との間を乗車したとき。 

（７）通学定期乗車券を使用する旅客が、その使用資格を失った後に使用したとき。 

（８）有効期間開始前の定期乗車券を、その期間開始前に使用したとき。 

（９）有効期間満了後の定期乗車券を、その期間満了後に使用したとき。 

（１０） 通学定期乗車券を使用する旅客が第１１５条に規定する証明書を携帯して                

いないとき。 

（１１） 係員の承諾を得ないで、定期乗車券の券面に表示された区間外の区間を乗車  

したとき。 

（１２） その他、定期乗車券を不正乗車の手段として使用したとき。 

  ２．前項の規定は、偽造した定期乗車券を使用した時に準用する。 

 

 （通学定期乗車券等の効力） 

 第 115条 通学定期乗車券及び学期定期乗車券は、その通学する指定学校の代表者の発行

した学生証、生徒証、児童証（以下「証明書」という。）を携帯する場合に限っ

て有効とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



39 

第６章  乗車券類の改札及び引き渡し 

第 1節   通 則 

（乗車券類の改札） 

 第 116条 乗車の目的で乗降場に入場し、又は乗降場から出場しようとする者は、所定

の乗車券類を所持して、係員の改札を受け、定められた場所から入出場しな

ければならない。ただし、整理券方式の列車及び駅員無配置駅においては、

整理券により降車の際に運賃を支払うことができる。なお、駅員配置駅でも

営業時間外は駅員無配置駅の取り扱いに準ずるものとする。 

    ２．前項の規定によるほか、旅客は、係員の請求があるときは、いつでもその所

持する乗車券類の改札を受けなければならない。当該乗車券類の使用が証明

書等の携帯を必要とするものであるときの証明書等についても同様とする。 

    ３．整理券方式の列車を利用する旅客及び駅員無配置駅から乗降する旅客の取り

扱いについては、別途定める。 

 

 （乗車券類の引渡し） 

 第 117条 旅客は、その所持する乗車券類が効力を失い、若しくは不要となった場合又

はその乗車券類を使用する資格を失った場合は、当該乗車券類を係員に引き

渡すものとする。ただし、駅員無配置駅においては、原則として旅客の利用

する当該列車の乗務員において取り扱う。 

        ２．川内駅における降車又は連絡扱いとなる新八代・隈之城の両駅において降車

又は連絡会社線へ乗り継ぐ場合で、旅客運賃支払済の無札旅客に対しては、

第９６条に規定する精算証明書を発行できるものとする。 

 

第２節 乗車券類の改札及び引き渡し 

 （普通乗車券の改札及び引渡し） 

 第 118条 普通乗車券を使用する旅客は、旅行を開始する際、及び終了した際、又は乗

り継ぎをする際に、当該乗車券を係員に呈示して改札を受けるものとする。 

  ２．普通乗車券を使用する旅客は、旅行を終了した際に、当該乗車券を係員に引

き渡すものとする。 

 

 （定期乗車券の改札及び引渡し） 

 第 119条 定期乗車券を使用する旅客は、旅行を開始する際及び旅行を終了した際に、

当該乗車券を係員に呈示して、その改札を受けるものとする。 

     ２．定期乗車券を使用する旅客は、当該乗車券の有効期間が満了した際に、直ち

に、これを係員に引き渡すものとする。 
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 （回数乗車券の改札及び引渡し） 

 第 120条 回数乗車券を使用する旅客は、旅行を開始する際に、当該乗車券を係員に呈

示して、その改札を受け、旅行を終了した際に、これを係員に引き渡すもの

とする。 

 

 （団体乗車券及び貸切乗車券の改札及び引渡し） 

 第 121条 団体乗車券を使用する旅客の引率者は、旅行を開始する際及び途中下車をす

る際に、当該乗車券を係員に呈示して、その改札を受けるものとする。 

    ２．前項の引率者は、団体旅客又は貸切旅客が券面に表示された発着区間の旅行

を終了した際に、その所持する乗車券を係員に引き渡すものとする。 

 

 （整理券方式の列車を利用する旅客の取扱方） 

 第 122条 整理券方式の列車を利用する旅客に対し、第９５条に規定する整理券を発行

し、旅客が当該列車より下車する際に運賃表示器に表示された区間の運賃と

整理券を合わせて当該列車の運賃箱で収受する。 

    ２．多客が予想される列車については、前項に限らず駅において収受を行う。な

お、駅において収受を行う列車については、駅ごとに列車を指定する。 

    ３．第 1項の取り扱いにおいて当該列車の乗務員は、旅客が支払う運賃又は乗車

券類が正当であるかどうかを確認しなければならない。 

 （整理券方式の列車内における証明） 

 第 122条の 2 整理券方式の列車内における証明は、第５８条の２に規定する証明のほ

か、第１１７条に規定する精算証明書とする。 

 

 （駅員無配置駅等における旅客の取扱方） 

 第 123条 駅員無配置駅及び営業時間外の駅における旅客の取り扱いは、原則として乗

務員において行うものとし、その取扱方は次の各号に定めることによる。 

（１）乗車の場合 

車掌が乗務する列車については、乗車後直ちに改札を行う。ただし、整理券方式

で運転する列車の場合は、第１２２条第１項の取り扱いを行う。 

（２）降車の場合 

ア 整理券方式で運転する列車の場合は、第１２２条第１項の取り扱いを行う。 

イ 車掌が乗務する列車で収受した不足賃等の現金及び整理券等は、乗務中の  

当該列車に設備した運賃箱で処理を行うこととする。 

 

 第 124条 削除 
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第７章  乗車変更等の取扱い 

第 1節  通 則 

 （乗車変更等の取扱箇所） 

 第 125条 乗車変更その他この章に規定する取り扱いは、駅又は車内で行う。ただし、

旅客運賃の払いもどしは、旅行中止駅等所定の駅に限って取り扱う。 

    ２．前項の規定にかかわらず、駅員無配置駅等における乗車変更等の取り扱い

は、その隣接する駅員配置駅において取り扱う。 

 

 （払いもどし請求権行使の期限） 

 第 126条 旅客は、旅客運賃について払いもどしの請求をすることができる場合であっ

ても、当該乗車券類が発行の日の翌日から起算して１箇年を経過したとき

は、これを請求することができない。 

 

 （乗車変更をした乗車券類について旅客運賃の収受又は払いもどしをする場合の既収

額） 

 第 127条 乗車変更の取り扱いをした乗車券類について、旅客運賃の収受又は払いもど

しをする場合は、旅客が現に所持する乗車券類を発駅で購入した場合の旅客

運賃を収受しているものとして、収受又は払いもどしの計算をする。ただ

し、払いもどしの場合は、旅客の実際に支払った旅客運賃の額を限度として

取り扱う。 

 

 （乗車変更の取扱いをした場合の有効期間） 

 第 128条 乗車変更の取り扱いをした場合に交付する乗車券の有効期間は、原乗車券の

有効期間からすでに経過した日数（取り扱いの当日は含めない）を差し引い

た残余の日数とする。 

 

 （割引乗車券等を所持する旅客に対する乗車変更の取扱制限） 

 第 129条 区間・経路等に制限のある割引乗車券又は回数乗車券を所持する旅客に対し

ては、乗車変更の取り扱いをしない。 

 

 （別途乗車） 

 第 130条 旅客が、乗車変更の請求をした場合において、その所持する乗車券が、乗車

変更の取り扱いについて制限のあるものであるとき、又は旅客運賃計算の打

ち切り等によって、旅客の希望するとおりの変更の取り扱いができないもの

であるときは、その取り扱いをしない区間について、別途乗車として、その

区間に対する相当の旅客運賃を収受して取り扱う。 
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第 2節 乗車変更の取扱い 

第 1款 通 則 

 

 （乗車変更の種類） 

 第 131条 旅客が、その所持する乗車券に表示された運送条件と異なる条件の乗車を必

要とする場合に当社が取り扱う変更（この変更を「乗車変更」という。）の種

類は、乗車券の申し出の時期に応じて、次の各号のとおりとする。 

      (１)当該乗車券による旅行開始前又は使用開始前に申し出があった場合 

          乗車変更 

      (２)当該乗車券による旅行開始後又は使用開始後に申し出があった場合 

        イ．区間変更 

        ロ．定期乗車券変更 

        ハ．団体乗車券変更 

 

 （乗車変更の取扱範囲） 

 第 132条 乗車変更の取り扱いは、その変更の開始される駅の属する券片に限って取り

扱う。ただし、第１３３条に規定する乗車変更については、変更開始駅は、

制限しない。 

     2.前項の場合で、区間変更の取り扱いをするとき、非変更区間と変更区間とを

通じた経路が一部若しくは全部が復乗となるときは、この取り扱いをしない。 

 

第 2款 旅行開始前又は使用開始前の乗車変更の取扱い 

 

 （乗車券変更） 

第 133条 普通乗車券を所持する旅客は、旅行開始前又は使用開始前に、あらかじめ係員

に申し出て、その承諾を受け、１回に限って変更することができる。 

    2.当該乗車券変更をする場合は、原乗車券に対するすでに収受した旅客運賃と変

更する乗車券に対する旅客運賃とを比較し、不足額は収受し、過剰額は払いも

どしをする。 

    3.前項の規定により旅客運賃を計算する場合に、原乗車券が割引のものであっ

て、その割引が実際に乗車する区間に対して適用のあるときは、実際の乗車す

る区間に対する旅客運賃を原乗車券に適用した割引率による割引の旅客運賃に

よって計算する。 
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第 3款 旅行開始後又は使用開始後の乗車変更の取扱い 

 

 （区間変更） 

第 134条 普通乗車券を所持する旅客は、旅行開始後又は使用開始後に、あらかじめ係員

に申し出て、その承諾を受け、当該乗車券に表示された着駅について、次の各

号に定める変更（この変更を「区間変更」という。）をすることができる。 

（１）着駅を、当該着駅を超えた駅への変更 

（２）着駅を、当該着駅と異なる方向の駅への変更 

  ２．区間変更の取扱いをする場合は、次の各号に定めるところにより取り扱う。この 

場合、原乗車券が割引普通乗車券であって、その割引が実際に乗車する区間に対 

しても適用のあるものであるときは、変更区間及び不乗車区間に対する旅客運賃

を原乗車券に適用した割引率による割引の普通旅客運賃によって計算する。 

（１）原乗車券の区間に対する、すでに収受した普通旅客運賃と実際の乗車区間に対 

する普通旅客運賃を比較し、不足額は収受し過剰額は払いもどしをしない。 

（２）前項第 2号に規定する場合は、変更区間に対する普通旅客運賃と原乗車券の不 

乗区間に対する普通旅客運賃とを比較し、不足額は収受し、過剰額は払いもど

しをしない。 

 

 （定期乗車券変更） 

 第 135条 定期乗車券を所持する旅客から、定期乗車券の種類又は区間を変更したい旨

の申し出があった場合は、次の各号に定めるところによって取り扱うことが

できる。 

（１）新たな種類又は区間に対する定期乗車券購入申込書又は通学証明書を収受し、

新たに定期乗車券を発売する。 

（２）有効期間前に継続発売した定期乗車券に対して、その有効期間前に申し出があ

ったとき、残余の期間前有効期間分が１旬あるときは、当該定期乗車券の有効

期間に対する旬割運賃とすでに収受した定期旅客運賃との合計額を端数計算し

た額から手数料２２０円差し引いた額を払いもどす。 

（３）前号の場合で、残余の期間前有効期間分が１旬に満たないときは、すでに収受

した定期旅客運賃から手数料２２０円を差し引いた額を払いもどす。 

（４）前各号以外の定期乗車券については、規則第１４３条第２項を準用して計算す

る。 

  ２．前項による区間変更を除き、券面区間をこえて乗車するときは別途乗車として取

り扱う。 
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 （団体乗車券変更） 

 第 136条 団体乗車券を所持する旅客は、使用開始後にあらかじめ係員に申し出て、そ

の承諾を受け、1回に限って、区間変更、又は乗車列車等の変更をすることが

できる。ただし、これらの変更は、輸送上の支障がない場合に限り取り扱

う。 

 ２．団体乗車券変更の取り扱いをする場合は、旅客運賃収受人員又は変更人員に対し 

て、次の各号に定めるところにより計算した旅客運賃を収受する。この場合、 

旅客運賃については、無割引の普通旅客運賃によって計算する。 

（１）区間変更の取り扱いをする場合の旅客運賃及び計算方 

変更区間に対する無割引の普通旅客運賃を収受する。 

（２）乗車列車の変更の取り扱いをする場合で、旅客運賃の計算方は、乗車区間に  

変更のない場合収受しない。 
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第 3節 旅客の特殊取扱 

第 1款 通 則 

 

 （旅客運賃の払いもどしに伴う割引証等の返還） 

 第 137条 旅客は、割引証等を提出して購入した乗車券について払いもどしの取り扱い

を受けた場合は、既に提出した割引証等の返還を請求することができない。 

 

 （乗車変更等の手数料の払いもどし） 

 第 138条 旅客は、当社が乗車変更等の際に収受した手数料は、払いもどしを請求する

ことができない。 

 

 （旅客運賃等の払いもどしをしない場合） 

 第 139条 旅客は、第１０２条の規程により小児が大人用の乗車券類を使用して乗車し

た場合の旅客運賃等の差額については、払いもどしの請求をすることができ

ない。 

 

 （再収受した旅客運賃の払戻し） 

 第 140条 第１４１条の規程によって普通旅客運賃及び増運賃を支払った旅客は、紛失

した乗車券を発見した場合は、その乗車券と再収受証明書とを駅員配置駅に

差し出して、発見した乗車券１枚につき手数料２２０円を支払い、その旅客

運賃について払いもどしの請求をすることができる。ただし、再収受証明書

の発行日の翌日から起算して１箇年を経過したときは、これを請求すること

ができない。 

 

第 2款 乗車券類の無札及び無効 

 

 （旅客運賃・増運賃の収受） 

 第 141条 旅客が次の各号の１に該当する場合は、当該旅客の乗車駅からの区間に対す

る普通旅客運賃と、その２倍に相当する額の増運賃とを合わせて収受する。 

（１）無効となる乗車券（偽造の乗車券を含む）で乗車したとき。 

（２）乗車券改札の際にその呈示を拒み、又はその取り集めの際に引き渡しをしない

など、旅客に悪意があると認められるとき。 

（３）旅客が第１１２条第１項第６号の規程により、無効となる２以上の回数乗車券

で乗車したときは、当該各回数乗車券の券面に表示された区間と区間外とを通

じた区間を乗車したものとして計算する。 

  ２．団体旅客が、乗車券面に表示された事項に違反して乗車した場合は、第３項に該 

当するときを除き、その全乗車人員について計算した第 1項本文の規定による旅 

客運賃及び増運賃をその団体申込者から収受する。 
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  ３．団体旅客が、乗車券面に表示された人員を超過して乗車し、又は小児の人員とし 

て大人を乗車させたときは、第１１２条の規定にかかわらず、その超過人員又は

大人だけを、その団体申込者から第１項本文の規定による旅客運賃及び増運賃を

収受する。 

 

 （定期乗車券等不正使用旅客に対する旅客運賃の収受） 

 第 142条 第１１４条第１項の規定により定期乗車券を無効として回収した場合（同条

第２項において準用する場合を含む。）は、当該旅客から次の各号による普通

旅客運賃と、その２倍に相当する額の増運賃とを合わせて収受する。 

（１）第１１４条第１項第１号から第５号までの１に該当する場合は、その定期乗車

券の効力が発生した日（第５号に該当する場合で効力が発生した日が異なると

きは、発見日に近い日）から、同項第７号に該当する場合は、その使用資格を

失った日から、同項第８号に該当する場合はその発売の日から、同項第９号に

該当する場合はその有効期間満了の日の翌日からそれぞれの無効の事実を発見

した当日まで、その定期乗車券を使用して券面に表示された区間を、毎日１往

復（又は２回）ずつ乗車したものとして計算した普通旅客運賃。 

（２）第１１４条第１項第６号に該当する場合であって、回数乗車券を使用したとき

は、定期乗車券及び回数乗車券の券面に表示された区間と、その区間外とを通

じた区間を、当該券片に対して往復乗車したものとして計算した普通旅客運

賃。 

（３）第１１４条第１項第６号に該当する場合であって、普通乗車券を使用したとき

及び同項第１０号から第１２号までの１に該当する場合は、その乗車した区間

に対する普通旅客運賃。 

（４）前項の規定は、他運輸機関が発行した乗車証又は証明書等であって、これらを

呈示すれば当該運輸機関が運行する列車等に乗車できるものを使用したときに

準用する。 

 

 （乗車券類紛失の場合の取扱方） 

 第 143条 旅客が、旅行開始後、乗車券を紛失した場合であって、係員がその事実を認

定することができないときは、既に乗車した区間については、無札旅客とし

て第１４１条の規定による旅客運賃及び増運賃を、前途の乗車区間について

は、普通旅客運賃を収受し、又、係員がその事実を認定することができると

きは、その前乗車区間に対する普通旅客運賃を収受して、増運賃は収受しな

い。 

  ２．旅客が定期乗車券を紛失した場合は、前項を準用する。又、定期乗車券を紛失し 

たため、再購入後、紛失定期券が発見されたときは、旅客は新たに購入した定期 

乗車券について払いもどしの取り扱いを請求することができる。この場合の払戻 

額は、既に収受した定期旅客運賃について第１５９条第１号を準用して計算した

日割り額を１０倍した額に、当該定期乗車券の有効期間の開始日から申し出のあ

った日までの経過旬数を乗じた額に手数料２２０円を加えた額を、既に収受した

定期旅客運賃から差し引いた額とする。（１旬未満のは数は１旬とする） 
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  ３．旅客が、団体乗車券を紛失した場合であって、係員がその事実を認定することがで 

きるときは、第１４１条の規定にかかわらず、別に旅客運賃を収受しないで、相当

の団体乗車券の再交付をすることがある。ただし、再交付の請求をしたときにおい

て、当該乗車券について既にその旅客運賃の払いもどしをしている場合を除く。 

 

 （旅客の乗車駅不明の場合の取扱方） 

 第 144条 旅客について、その乗車駅が判明しない場合は、その列車の出発駅から、ま

た接続列車等のある場合で、その接続列車等に乗車したことが明らかなとき

は、その接続列車の出発駅から乗車したものとみなして、第１４１条の規定

を適用する。 

  ２．前項の規定により取り扱う場合において、乗車駅、使用開始駅等が不明な場合で 

あっても、改札をした区間が明らかなときは、改札終了後の最近の駅から乗車し 

たものとして取り扱うことができる。 

 

 （旅客が旅客運賃を支払わないときの取扱方） 

 第 145条 車内における改札の際に発見した乗車券類の無札又は不正使用の旅客が、乗

務員の請求する旅客運賃及び増運賃の支払いをしないときは、当該旅客を最

近の有人駅に下車させ、その駅に引き継がなければならない。 

 

第 3款 任意による旅行の取りやめ 

 

 （団体乗車券発行後に団体旅客の人員が減少した場合の取扱方） 

 第 146条 団体旅客の人員が団体乗車券の発行後に減少した場合、乗車前に変更の取り

扱いをするいとまのないときは、団体旅客の乗降する駅において、改札証明

欄に乗車人員又は降車人員の証明をする。なお、乗降駅以外の駅等で団体旅

客の一部が旅行を中止するときは、乗務員において証明し、旅行中止駅の証

明にかえることができる。 

 

 （旅行開始前の旅客運賃の払いもどし） 

 第 147条 旅客は、旅行開始前に、普通乗車券が不要となった場合は、その乗車券が入

鋏前で、かつ、有効期限内（前売りの乗車券については、有効期間の開始日

前を含む）であるときに限って、これを駅に差し出して既に支払った旅客運

賃の払いもどしを請求することができる。この場合、旅客は手数料として、

乗車券１枚につき２２０円を支払うものとする。 

  ２．前項の規定により払いもどしの請求をした乗車券が往復乗車を発売条件としたもの 

であって往片等その一部を使用している場合の払いもどし額は、同項の規定にかか 

わらず、既に収受した往復旅客運賃から既に使用した往片等の券片区間に対する無

割引の普通旅客運賃を差し引いた残額とする。 

  ３.第１項の規定は、有効期間の開始日前の定期乗車券及び使用開始前の回数乗車券に 

ついて準用する。 
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（旅行開始前の団体旅客運賃の払いもどし） 

 第 148条 旅客は、旅行開始前に、団体乗車券が不要となった場合は、始発駅出発時刻

までに、これを駅に差し出したときに限って、既に支払った団体旅客運賃の

払いもどしを請求することができる。この場合、旅客は手数料として、乗車

券１枚につき２２０円（保証金を充当して発行したものについては、保証金

の額に相当する額）を支払うものとする。 

   ２．団体旅客の人員、旅行開始前に減少した場合で、請求があるときは、減少した人員 

に対し、前項の規定を準用して旅客運賃を払いもどすことがある。ただし、無賃扱

人員を付している団体で、人員減少による無賃扱人員に変更があるときは、旅行中

止人員から無賃扱人員の差に相当する人員を差し引いて計算する。なお、人員減少

の場合の払いもどし人員の限度は、責任人員又は団体構成の最低人員までとする。 

 

 （旅行開始後又は使用開始後の旅客運賃の払いもどし） 

 第 149条 旅客は、旅行開始後、旅行を中止した場合は、その乗車券が有効期間内であ

って、かつ、その乗車しない区間の営業キロが、１００キロメートルを超え

るとき（乗車変更の取り扱いをしたため１００キロメートルを超える場合を

除く。）に限って、これを駅に差し出し、既に支払った旅客運賃から既に乗車

した区間の普通旅客運賃を差し引いた残額の払いもどしを請求することがで

きる。この場合、旅客は手数料として、乗車券１枚につき２２０円を支払う

ものとする。 

  ２．往復乗車券の未使用券片については、前項の規定にかかわらず、第１４７条の 

    規則を準用する。 

 

 （旅行開始後の団体旅客運賃の払いもどし） 

 第 150条 旅客は、旅行開始後、旅行を中止した場合は、団体旅客運賃の払いもどしを

請求することができない。ただし、前途の不乗車区間が１００キロメートル

を超える場合に限って、次により計算した額の払いもどしをする。 

    ア 無賃扱人員を附していない団体の場合 

      当該団体の全行程に対する１人当たり旅客運賃に、旅行中止人員を乗じた額 

から実際乗車区間に対する無割引の普通旅客運賃に旅行中止人員を乗じた額 

を差し引いた残額。 

    イ 無賃扱人員を附している団体の場合 

      全行程に対する１人当たり旅客運賃に、旅行中止人員を乗じて計算する場 

合、旅行中止により、無賃扱人員に変更があるときは、旅行中止人員の差 

に相当する人員を差し引いた人員によって計算するほか、アの規定によって 

計算した額。 

    ウ 前各号により旅客運賃の払いもどしをする場合の手数料については、第１４ 

８条第１項の規則を準用する。 
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 （不乗区間に対する旅客運賃の払いもどしをしない場合） 

 第 151条 旅客は、乗車券の券面に表示された発着区間内の途中駅から任意に旅行を開

始した場合の不乗区間について、旅客運賃の払いもどしを請求することがで

きない。 

 

 （定期乗車券使用開始後の旅客運賃の払いもどし）  

 第 152条 旅客は、定期乗車券の使用を開始した後、その定期乗車券が不要となった場

合は、有効期間内であるときに限って、これを定期乗車券発売駅に差し出し

て、既に支払った定期旅客運賃から次に掲げる計算方法により計算した残額

の払いもどしをする。この場合旅客は手数料として１枚につき２２０円を支

払うものとする。 

（１）定期乗車券の有効期間が１箇月のときは、定期乗車券の券面に表示された区

間を普通旅客運賃によって１日 1往復（又は２回）ずつ乗車したものとして

計算する。 

（２）定期乗車券の有効期間が３箇月又は６箇月の場合は、本条第２項に定める使

用経過月数に相当する定期旅客運賃と、残余の日数を前号に準じて計算した

額（その額が１箇月の定期旅客運賃を超える場合は、１箇月の定期旅客運

賃）との合計額とする。 

（３）通学定期乗車券についても、本条第２項第１号又は第２号に定める使用経過

月数に相当する定期旅客運賃と残余の日数を第１号に準じて計算した額（そ

の額が１箇月の定期旅客運賃を超える場合は、１箇月の定期旅客運賃）との

合計額とする。 

（４）学期定期乗車券についても、本条第２項第１号又は第２号に定める使用経過

月数に相当する定期旅客運賃と残余の日数を第１号に準じて計算した額（そ

の額が１箇月の定期旅客運賃を超える場合は、１箇月の定期旅客運賃）との

合計額とする。 

  ２．第１項の定期乗車券の経過月数に相当する定期旅客運賃は、次の各号によって計算 

する。 

   （１）使用経過月数が１箇月又は３箇月のときは、各その月数に相当する定期旅客運

賃 

      （２）使用経過月数が２箇月のときは、１箇月に相当する定期旅客運賃の２倍の額 

   （３）使用経過月数が４箇月のときは、３箇月と１箇月に相当する定期旅客運賃の合

計額 

   （４）使用経過月数が５箇月のときは、３箇月と１箇月の２倍に相当する定期旅客運

賃 

  ３.前項の計算については、払いもどしの請求の当日は経過日数に算入して計算する。 

 

 （有効期間の延長及び旅客運賃の払いもどしの特例） 

 第 153条 発行当日限り有効の乗車券を所持する旅客は、当日、最終列車に乗り遅れた

場合は、直ちに当該乗車券を係員に呈示して有効期間の延長又は旅客運賃の

払いもどしを請求することができる。この場合は、翌日まで有効期間を延長
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又は手数料２２０円を収受して旅客運賃の払いもどしの取り扱いをする。 

 

 

 

 （列車等の運行不能・遅延等の場合の取扱方） 

 第 154条 旅客は、旅行開始後又は使用開始後に、次の各号の１に該当する事由が発生

した場合には、事故発生前に購入した乗車券類について、当該各号の１に定

めるいずれかの取り扱いを選択のうえ請求することができる。ただし、定期

乗車券及び回数乗車券を使用する旅客は、第１５６条に規定する無賃送還

（定期乗車券による無賃送還を除く。）第１５９条に規定する有効期間の延長

若しくは旅客運賃の払いもどしの取り扱いに限って請求することができる。 

（１）列車等が運行不能となったとき 

  イ 第１５４条の２に規定する旅行の中止並びに旅客運賃の払いもどし 

  ロ 第１５５条に規定する有効期間の延長 

  ハ 第１５６条に規定する無賃送還並びに旅客運賃の払いもどし 

  二 第１５８条に規定する不通区間の別途旅行並びに旅客運賃の払いもどし 

     ホ 第１５９条に規定する定期乗車券若しくは回数乗車券の有効期間の延長又は 

旅客運賃の払いもどし 

（２）列車等が運行時刻より遅延し、そのため接続駅で接続予定の列車の出発時刻か

ら１時間以上にわたって目的地に出発する列車に接続を欠いたとき、（接続を

欠くことが確実なときを含む。）又は着駅到着時刻に２時間以上遅延したとき

（遅延することが確実なときを含む。） 

  イ 第１５４条の２に規定する旅行の中止並びに旅客運賃の払いもどし 

  ロ 第１５５条に規定する有効期間の延長 

  ハ 第１５６条に規定する無賃送還並びに旅客運賃の払いもどし 

（３）車両の故障その他旅客の責任とならない事由によって、当該列車に乗車するこ 

とができないとき 

  イ 第１５４条の２に規定する旅行の中止並びに旅客運賃の払いもどし 

  ロ 第１５５条に規定する有効期間の延長 

  ２.旅客は、旅行開始前又は使用開始前に、前項各号に定める事由が発生したため、事 

故発生前に購入した乗車券類(定期乗車券及び回数乗車券を除く。)が不要となった 

場合は、これを駅に差し出して、すでに支払った旅客運賃の払いもどしを請求する 

ことができる。ただし、その乗車券類が有効期間内（前売りのものについては、有 

効期間の開始日前を含む。）のものであるときに限る。 

 

（旅行中止による旅客運賃の払いもどし） 

第 154条の 2 前条第１項の規定により、旅客が旅行を中止し、乗車券を駅に差し出し

て旅客運賃の払いもどしの請求をした場合は、旅行中止駅・着駅間に対

する旅客運賃の払いもどしをする。この場合、原乗車券が割引乗車券で

あるときは、割引条件のいかんにかかわらず、旅行中止駅・着駅間に対

する当該割引の旅客運賃とする。 
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 （有効期間の延長） 

第 155条 旅客が、第１５４条第１項の規定による乗車券の有効期間延長の取り扱いを

請求した場合は、次の各号の定めによるところによる。 

（１）旅客は、有効期間の延長を請求しようとする場合は、あらかじめ、関係の駅に

申し出て、当該乗車券を駅に預けるものとする。この場合、延長する有効期間

は、次の期間とし、この期間を原有効期間に加算したものを当該乗車券の有効

期間とする。 

     イ 第１５４条第１項第１号に規定する事由による場合は、当該乗車券を預けた

日から開通後５日以内において旅行を再び開始する日の前日までの日数 

    ロ 第１５４条第１項第２号及び同項第３号に規定する事由による場合は、１日 

（２）旅客は、旅行を再び開始する際、乗車券に有効期間延長の証明を受けたうえ、

これを受け取るものとする。 

（３）旅客が、第１号の規定により延長できる期間を原有効期間に加算した有効期間

内に再び旅行を開始しないときは、その乗車券は無効として回収する。 

 

  （無賃送還の取扱方） 

第 156条 第１５４条第１項の規定により旅客が無賃送還の取り扱いの請求をした場合

は、次の各号に定めるところにより取り扱う。 

（１）無賃送還は、その事実が発生した際使用していた乗車券の券片に表示された発

駅までの区間を最近の列車に乗車する場合に限り取り扱う。 

（２）無賃送還中は、途中下車の取り扱いをしない。 

（３）旅客が、前各号による乗車を拒んだときは、無賃送還の取り扱いをしない。 

  ２.前項の規定により無賃送還を行った場合は、次の各号の定めるところにより旅客運

賃の払いもどしをする。ただし、回数乗車券を使用する旅客については、払いもど

しの取り扱いをしない。 

（１）発駅まで無賃送還のとき、すでに収受した旅客運賃の全額 

（２）発駅に至る途中駅まで無賃送還をしたとき、又は旅客が無賃送還中の途中駅 

に下車したとき 

（イ）原乗車券が無割引のものであるときは、途中駅・着駅間に対する無割引の普 

通旅客運賃 

（ロ）原乗車券が割引のものであるときは、割引条件のいかんにかかわらず、途中 

駅・着駅間に対する当該割引の普通旅客運賃 

  ３.第１項に規定する無賃送還を行った場合、回数乗車券を使用する旅客は、当該券片

をその後１回に限り、その券面表示事項に従って使用することができる。 

 

 （旅客運賃の払いもどし駅） 

第 157条 第１５４条の規定により、旅客運賃の払いもどしを受けようとする旅客は、駅

務員配置駅で払いもどしの請求をするものとする。 

 

 

 



52 

（不通区間の別途旅行の取扱方） 

第 158条 第１５４条の規定により、列車の運行不能のため、不通となった区間を、旅客

が当社線によらないで別途に旅行し、乗車券の有効期間に、前途の駅から乗り

継ぎをするときは、あらかじめ係員に申し出て不乗証明を受け、不通区間の旅

行を終えた後、証明を受けた乗車券を前途の駅に差し出し、その証明された区

間に対する旅客運賃の払いもどしを請求するものとする。 

 

（定期乗車券若しくは回数乗車券の有効期間の延長又は旅客運賃の払いもどし） 

第 159条 旅客は、第１５４条第１項の規定により、定期乗車券若しくは回数乗車券の有

効期間の延長又は旅客運賃の払いもどしをする場合は、列車が運行休止のた

め、引き続き５日以上その乗車券を使用できなくなったときに限り、その乗車

券を駅に差し出して、相当日数の延長又は次の各号に定める金額の払いもどし

を請求することができる。 

（１）定期乗車券 

使用しない区間（２区間以上ある場合は、その区間の営業キロを通算する。）の

原定期乗車券と同一の種類及び有効期間による定期旅客運賃を次の日数で除し、

その１円未満のは数を１円単位に切り上げた日割額に、休止日数を乗じ、は数整

理した額 

イ 有効期間が１箇月のものにあっては、３０日 

ロ 有効期間が３箇月のものにあっては、９０日 

ハ 有効期間が６箇月のものにあっては、１８０日 

ニ 有効期間が１学期のものにあっては、１０２日-１０４日のうち券面に記載 

のとおりとする。 

ホ 有効期間が２学期のものにあっては、１１７日-１１９日のうち券面に記載 

のとおりとする。 

ヘ 有効期間が３学期のものにあっては、７５日-７７日のうち券面に記載のと 

おりとする。 

（２）回数乗車券 

回数旅客運賃に残余の券片数を乗じ、これを総券片数で除し、１円未満のは数を

切り捨てた額とする。 

 

第 4款 誤乗及び誤購入 

 

（誤乗区間の無賃送還） 

第 160条 旅客（定期乗車券又は回数乗車券を使用する旅客を除く）が、乗車券面に表示

された区間外に誤って乗車した場合において、係員がその事実を認定したとき

は、その乗車券の有効期間内であるときに限って、最近の列車によって、その

誤乗区間について、無賃送還の取り扱いをする。 

 ２.前項の取り扱いをする場合の誤乗区間については、別に旅客運賃を収受しない。 

 ３.無賃送還中は、途中下車の取り扱いをしない。 



53 

   ４.旅客が無賃送還中途中駅に下車したときは、誤って乗車した区間及び既に送還した

区間に対して、それぞれの旅客運賃を収受する。 

 

 

 

 

 （乗車券類の誤購入の場合の取扱方） 

第 161条 旅客が、誤ってその希望する乗車券を購入した場合で、その誤購入の事実が駅

名の同一・類似その他やむを得ないと認められ、かつ、係員がその事由を認め

たときは、正当な乗車券に変更の取り扱いをする。 

   ２.前項の場合は、既に収受した旅客運賃と正当な旅客運賃とを比較し、不足額は収

受し、過剰額は払いもどしする。 
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第８章 入場券 

 

 （入場券の発売） 

第 162条 次の各号に掲げるものが、乗車以外の目的で乗降場に入場しようとする場合

は、入場券を購入し、これを所持しなければならない。この場合、入場者の年

齢別の区分については、第５５条第１項の規定を準用する。 

（１）大人 

（２）小児(大人及び小児が、２人を超える幼児を随伴するときは、その超える幼 

児については、小児と見なす。) 

２.入場券は、駅において、係員又は乗車券類発売機により発売する。この場合、入場 

券の発売時間又は使用時間を制限して発売することがある。 

３.入場券は、入場する日の当日に発売する。 

４．無人駅であっても、臨時に入場券を発売することがある。 

５．硬券の入場券の小児は、右端の小児断片を切断して発売する。 

 

(入場券の様式) 

第 163条 普通入場券の様式は次のとおりとする。  

    普通入場券一般用            乗車券類発売機用 

     (大人小児用)              (大人小児用) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～～～～～省 略～～～～～～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

×     ×     × 
肥薩おれんじ鉄道         010-0010 

 

   八  代  駅 
普通入場券 大人 200 円／小人 100 円 

旅客車内に立ち入ることはできません。 

発売当日１回限り有効 

 

肥薩おれんじ鉄道         010-0009 

 

   八  代  駅 
普通入場券 大人 200 円/小人 100 円 

旅客車内に立ち入ることはできません。 

発売当日１回限り有効 

 

×     ×     × 
肥薩おれんじ鉄道         010-0002 

 

   八  代  駅 
普通入場券 大人 200 円／小人 100 円 

旅客車内に立ち入ることはできません。 

発売当日１回限り有効 

 

肥薩おれんじ鉄道         010-0001 

 

   八  代  駅 
普通入場券 大人 200 円／小人 100 円 

旅客車内に立ち入ることはできません。 

発売当日１回限り有効 

 

肥薩おれんじ鉄道          

 

    川  内  駅 
普通入場券 大人 200 円／小人 100 円 
旅客車内に立ち入ることはできません。 

発売当日１回限り有効 

 

0
 0

 0
 0

 1
 

1
6

.-
4

.2
0
 

3cm 

6.0cm 

6cm 

肥薩おれんじ鉄道          

 

   川  内  駅 
普通入場券    大人 200 円 

旅客車内に立ち入ることはできません。 

発売当日１回限り有効 

 

硬券の入場券 

（大人小児用） 

25mm 

57.5mm 

小 

入
 
川
内

 
1
0

0
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(入場券の種類及び料金) 

第 164条 入場券は、普通入場券とし、その料金は１枚について次のとおりとする。 

   大人    ２００円 

   小児    １００円   
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第９章 手回り品 

 

（手回り品及び持込禁制品） 

第 165条 旅客は、第１６６条又は第１６７条に規定するところにより、その携帯する物

品を手回り品として車内に持ち込むことができる。ただし、次の各号の１に該

当する物品は、車内に持ち込むことができない。 

（１）別表第９に掲げるもの（以下、「危険品」という。）及び他の旅客に危害を及ぼ 

すおそれがあるもの。 

（２）暖炉及びこん炉（乗車中使用するおそれがないと認められるもの及び懐炉を除 

く。ただし、不注意等により内容物が漏れ出ることがないよう措置することとす

る。） 

（３）死体 

（４）動物（少数量の小鳥、小虫類、初生ひな及び魚介類で容器に入れたもの又は第 

１６７条第２項の規定により持込の承諾を受けた動物を除く。） 

（５）不潔又は臭気のため、他の旅客に迷惑をかけるおそれがあるもの 

（６）車両を破損するおそれがあるもの及び通路をふさぐおそれがあるもの。 

２.前項ただし書第１号又は第２号の規定による物品の車内への持込みの防止その他車内 

及び乗降場内の保安上の理由により、旅客の立会を求め、手回り品の内容を点検する 

ことがある。 

３．旅客に対し、前項の点検の対象者の特定のための協力を求めることがある。 

４．第２項又は前項の規定による協力の求めに応じたことによって、列車に乗車できない

とき（第１項ただし書に定める物品を所持していなかった場合に限る。）は第１５４条

第１項第１号イ、ロ、及びハのいずれかの取扱いを選択のうえ、請求することができ

る。 

５．第２項及び第３項の規定による手回り品の内容の内容の点検の求め及び協力の求めに

応じない旅客は、前途の乗車をすることができない。点検後の指示に従わない場合も同

様とする。 

６．前項の場合、旅客に対し、車内又は乗降場からの退去を求めることがある。 

 

第 165条の２ 危険品のうち適用除外の物品は、不注意等により内容物が漏れ出ることがな

いよう適切な保管対応が行われたものに限って、手回り品として車内に持ち

込むことができる。 

（注）揮発油等の可燃性液体そのものは、一切、車内に持ち込むことができない。 

 

（無料手回り品） 

第 166条 旅客は、第１６７条に規定する以外の携帯できる物品であって、列車等の状況

により、運輸上支障を生ずるおそれがないと認められるときに限り、３辺の最

大の和が、２５０センチメートル以内のもので、その重量が３０キログラム以

内のものを無料で車船内に２個まで持ち込むことができる。ただし、長さ２メ

ートルを超える物品は車船内に持ち込むことができない。 
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２.旅客は、前項に規定する制限内であっても、自転車及びサーフボードについて 

は、次の各号の１に該当する場合に限り、車船内に持ち込むことができる。 

   （１）自転車にあっては、解体して専用の袋に収納したもの又は折りたたみ式自転車 

     であって、折りたたんで専用の袋に収納したもの 

（２）サーフボードにあっては、専用の袋に収納したもの 

３.旅客は、列車等の状況により、運輸上支障を生ずるおそれがないと認められる場合に

限り、次の各号の 1に該当する犬を無料で車船内に随伴させることができる。 

（１）身体障害者補助犬法（平成１４年法律第４９号）第１６条第1項に規定する認

定を受けた身体障害者補助犬。ただし、同法第１２条に規定された表示を行

い、旅客が身体障害者補助犬認定証を所持する場合に限る。 

（２）道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）第１４条第１項にいう政令で定め 

る盲導犬。ただし、盲導犬がハーネスをつけ、旅客が盲導犬使用者証を所持し

ている場合に限る。 

 

（注）旅客が、自己の身の回り品として携帯する傘・つえ・ハンドバッグ・ショルダ

ーバッグ等は、第１項に規定する個数制限にかかわらず、これを車船内に持ち

込むことができる。 

 

（有料手回り品及び普通手回り品料金） 

第167条 特殊法人日本自転車振興会の発行した選手登録証票を所持する者が解体して  

専用の袋に収納し携帯する競輪用自転車にあっては、前条第１項に規定する  

制限内である場合に限り、持込区間・持込日その他持込みに関する必要事項を

申し出たうえで、当社の承諾を受け、普通手回り品料金を支払って、これを車

船内に持込むことができる。 

２.旅客は、小犬・猫・はと又はこれらに類する小動物（猛獣及びへびの類を除     

く。）であって、次の各号に該当するものは、前項の規定に準じて当社の承諾を

受け、普通手回り品料金を支払って車船内に持ち込むことができる。 

（１）他の旅客に危険を及ぼし、又は迷惑をかけるおそれがないと認められるもので

あって、３辺の最大の和が、１２０センチメートルの専用の容器に収納したも

のしたもの 

（２）専用の容器に収納した重量が１０キログラム以内のもの 

 ３.普通手回り品料金は、旅客の１回の乗車船ごとに１個について２９０円とする。 

 

(普通手回り品切符) 

第168条 旅客が、前条の規定により普通手回り品料金を支払って、有料手回り品を車内

に持ち込む旅客に対しては、普通手回り品切符を交付する。 

２.普通手回り品切符の様式は、次のとおりとする。  
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(持込禁制品又は制限外手回り品を持ち込んだ場合の処置) 

第 169条 旅客が第１６５条第１項ただし書きの規定による車内に持ち込むことのできな

い物品又は第１６６条の規定による持込制限を超える物品を当社の承諾を受け

ないで車内に持ち込んだ場合は、旅客を最近の駅に下車させ、かつ、次の各号

により増運賃を収受する。 

（１）旅客が第１６５条第 1項ただし書き第１号から第６号までの規定による物品を

車内に持ち込んだとき 

      当該物品１個ごとに、乗車区間に相当する普通旅客運賃及びその１０倍に相当

する増運賃を合わせて収受するほか、危険品にあっては次に定める増運賃を合わ

せて収受する。この場合、当該物品中に危険品以外の物品を混じたときは、危険

品(容器又は荷造りの重量を含む。)のみについて計算する。 

   ア 火薬類     １キログラムについて  １，０００円 

   イ その他の危険品 １キログラムについて    ３００円 

（２）前号の他、車内に持ち込むことのできない物品を持ち込んだとき 

     車内に持ち込んだ乗車区間の普通旅客運賃及びその２倍に相当する増運賃を収受

する。ただし、増運賃は、旅客が、物品の無賃運送を図ったことが明らかである

ときに限って収受する。 

 

 （旅客運送の伴わない物品を持ち込んだ場合の処置） 

第 170条 旅客運送の伴わない物品を、手回り品のように装う等の手段により物品の無賃

運送を図った場合は、無賃運送を図った者に対し、当該物品の運送区間につい

て、第１６９条第１項第１号の規定を準用する。 

 

(手回り品の保管) 

第 171条 手回り品は、旅客において保管の責任を負うものとする。 

◎ 

1011         

肥薩おれんじ鉄道株式会社 

普通手回り品切符 

  料 金 1個について   2９0円 

承  諾 番 号 第    号 

持  込 区間      まで 

持  込 月日   月   日 

  持  込 列  車  第   列車        

 年 月 日( )      駅 

 

※裏面の注意事項をお読み下さい 

        ◎ 

ご  案  内 

1  この切符は、表記の持込月日に使

用されないと無効になります。 

2  この切符は、鉄道を乗車 1 回に限

り表記の区間又は列車に限って有効

です。 

3  この切符は、乗車の際、係員に呈 

示して入鋏を受けたうえ、手回り品 

の見やすい箇所にくくりつけてくだ 

さい。 

4   この切符は、下車された駅で係員

にお渡し下さい。 

5  手回り品は、ご自分で保管してく

ださい。 

表 裏 
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第 10章 遺失物 

 

(遺失物の取扱い) 

第 172条 遺失物の取り扱いについては、別に定めるところによる。 

 ２． 遺失物が、傘、つえ、帽子等これに類する身の回り品で、かつ、取扱上支障がない 

と認められるときに限って、1回に限り、遺失者の申し出により、列車による無料 

回送の取り扱いをすることがある。ただし、当社はその物品に滅失、破損等の損害 

が発生した場合でも、故意又は重大な過失があるときを除いて、その賠償の責任を 

負わない。  
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 [別紙１第１号] （第２８条） 

定期乗車券購入申込書(一般用) 

   

定期乗車券購入申込書 

       

定期乗車券の 

種    類 
通勤 ・ 通学 

利用者の氏名・ 

年齢及び性別 

                      男 

                 (   才)女 

利用者の居住地 
 

 電話(    ) 

勤務先 

又 は 

用務先 

所在地 
 

名 称 
 

 電話(    ) 

乗 車 区 間       駅      駅間      経由 

使用開始日及び 

有 効 期 間 
平成    月      日から     箇月 

 

      申込者が記入し、又は該当のものを○で囲んでください。 

                                         

 

      下欄には、記入しないでください。 

      年     月      日まで 

(発 行 駅) (乗車券番号) (発行年月日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

190 

130 
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[別紙１第２号イ] （第２８条） 

 

通学証明書(定期乗車券購入用) 

 

通学証明書 

学 校 種 別 

又は指定番号 

 
区分 

 

 

通学氏の氏名・ 

年齢及び性別 

                        男  

                   (   才)女 

通学者の居住地 電話(     ) 

部科及び学年       部     科   学年(年次) 

証明書番号  

通学区間       駅     駅間    経由 

通学定期乗車券の有効期間           箇月 

※通学定期乗車券の使用開始日 平成   年   月   日から   

通学証明書の有効期限 平成   年   月   日まで 

 

 

証 
 

明 

 平成  年  月  日発行 

 学 校 所 在 地                   

 学 校 名                  

 学校代表者氏名                  

 

     １ この証明書の有効期間は、発行の日から上記の期限まで(１ヶ月間)です。 

 ２ この証明書のうち、※印欄以外の記入事項は、発行者が記入(性別は、該当のもの 

       を○で囲む。）してください。 

     ３ この証明書のうち※印の欄は、通学者が記入してください。 

 ４ この証明書に記入した事項を訂正した場合は、※印欄の記入事項については、通学   

者の認印、その他の記入事項については代表者の職印のないものは使用できません。 

  

       下欄には、記入しないでください。 

        年        月        日まで 

(発行駅) (乗車券番号) (発行年月日) 

(基本運賃) (発売運賃) (差額運賃) 

 

 

 

代表者 

職 印 

契印 
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[別紙１第２号ロ]（第２８条） 

 

(１)一般用 

            表                          裏 

   

           

 

 

 

 

 

 

 

８．５cm 

 

(２)通学定期乗車券購入兼用      表 

 

                                                                               

                     

 

 

 

 

 

 

 

７cm 

                         裏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 (１)    内には、学校種別又は指定番号を表示する。 

 

 

 

下記のものは、当校 

    の学生(生徒) 

であることを証明す

る。 

証 明 書 №0001 

所属      部(科) 

学年第 学年(  年度生) 

氏名     (  才) 

生年月日  年 月 日生 

住所 

平成 年 月 日発行 

発行者 

 所在地 

 学校名 

 代表者 

 氏名 

写真 

契印 

契
印 

 

代表者 

職 印 

( 注 意 )  
 

(１) この証明書は、通学定期乗車券又は学生用割引乗車 

  券によって乗車する場合には、必ず携帯し、係員の請求 

  があるときは、いつでも呈示しなければならない。 

(２) この証明書は、他人に貸与し、又は譲渡することはで 

  きない。 

(３) この証明書を紛失したときは、直ちに、発行者に届け 

  でなければならない。 

(４) この証明書は、新たな証明書の交付を受けたとき、又は 

  卒業・退学等によって学籍を失ったときは、直ちに、発行 

  者に返さなければならない。 

所属      部(科) 

学年第 学年(  年度生) 

氏名     (  才) 

生年月日  年 月 日生 

住所 

平成 年 月 日発行 

発行者 

 所在地 

 学校名 

 代表者 

 氏名 

契印  

下記のものは、当校 

    の学生(生徒) 

であることを証明す

る。 

写真 
契
印 

 

証 明 書 
№0001 

代表者 

職 印 

 年 月 日まで有効 通学区間   ・   間 
 

通学定期乗車券発行控 

発行年月日 有効期間 発 行 駅 記 事 

 箇月   

 箇月   

 箇月   

 箇月   

 箇月   

 箇月   

 箇月   

 箇月   

 箇月   

 箇月   

 

発行年月日 有効期間 発 行 駅 記 事 

 箇月   

 箇月   

 箇月   

 箇月   

 箇月   

 箇月   

 箇月   

 箇月   

 箇月   

 箇月   

 

通学定期乗車券発行控 

( 注 意 )  
 

(１) この証明書は、通学定期乗車券又は学生用割引乗車 

  券によって乗車する場合には、必ず携帯し、係員の請求 

  があるときは、いつでも呈示しなければならない。 

(２) 通学定期乗車券購入時は、購入申込書に記入して、この 

   証明書とともに提出しなければならない。 

(３）この証明書は、他人に貸与し、又は譲渡することはで 

  きない。 

(４) この証明書を紛失したときは、直ちに、発行者に届け 

  でなければならない。 

(５) この証明書は、新たな証明書の交付を受けたとき、又は 

  卒業・退学等によって学籍を失ったときは、直ちに、発行 

  者に返さなければならない。 

6
cm

 
6

cm
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[別紙２]（第３６条） 

各種証明書  

(１)勤労青年学校の生徒の場合 

             証  明  書       第  号 

             勤労青年学校名 

             所在地 

     上記の勤労青年学校は、社会教育法に基づき開設された勤労青 

   年学校であることを証明する。 

   平成  年  月  日 

                  都道府県教育委員会      職印 

                        教育長 

(２)青年学級生の場合 

証  明  書       第  号 

      学級名 

      所在地 

     上記の青年学級は、青年学級振興法第２条に規定する青年学級 

   であって、昭和 31年 7月 30日付社会教育局長通達(文社社第 251号) 

   によって指定されたものであることを証明する。 

                 有効期限  平成  年  月  日 

   平成  年  月  日 

                 都道府県教育委員会       職印 

                       教育長 

(３)へき地学校の生徒及び児童の場合  

             証  明  書       第  号 

                  学校名 

                  所在地 

     上記の学校は、へき地教育振興法(昭和 29 年法律第 143 号)第 2 条 

   に規定するへき地学校であることを証明する。 

    平成  年  月  日 

                   市町村教育委員会      職印 

                        教育長 

(注) 証明書の有効期限は、当該年度の末日とする。ただし教育委員会の事務の都合上１箇月 

延長した期日(4 月 30 日)とすることがある。 

(４)保育所の児童の場合 

証  明  書       第  号 

   施設名 

   所在地 

      上記の施設は、児童福祉法第 39 条に規定する保育所として平成 

     年  月  日県児第  号によって認可した児童福祉施設で 

     あることを証明する。 

      平成  年  月  日                職印 

                       都道府県知事 
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[別紙３]（第４９条） 

 

 

イ 被救護者に対するもの 

          表                     裏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)旅行証明書 

表                     裏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被救護者旅客運賃割引証 
第  号 

乗車区間  駅から 

駅まで 

 経由 

乗車券の種類 片道 被救護者 

付 添 人 

 片道 

往復 往復 

旅行証明書番号     

被救護者の氏名  

(  才) 及び年齢 

付添人の氏名  

(  才) 及び年齢 

割引率 ５割 

有効期限 平成   年  月 日まで 

 

指定番号  

 

平成 年 月 日発行 

施 設 の 

所 在 地           

施 設 名           

代表者氏名           

代表者 

職 印 

(発行駅) 

 

(乗車券番号) 

 

(発行年月日) 割引コード 

救 添 

(基本運賃) 

 

(発売運賃) (差額運賃) 
31 33 

 

(この割引証の使用上の注意) 

 

(1) 旅客鉄道会社の指定した施設に保護され、又は救

護される者が、片道又は往復の割引普通乗車券を購

入する場合、又は被救護者がその付添人と同時に乗

車券を購入する場合に１回に限って使用することが

できます。 

(2)この割引証は、旅行開始前に限って使用できます。 

(3)この割引証の記入事項(太枠内を除く。)は、発行者に

おいて記入(乗車券の種類は、該当のものを○で囲

む。)し、又は押印していないものは、使用できませ

ん。 

(4)この割引証に記入した事項を訂正したときは、その

箇所に発行者の職印のないものは、使用できませ

ん。 

(5)この割引証は、記名人に限って使用できます。但

し、記名人であっても使用資格を失った後は、使用

できません。 

(6)この割引証によって購入した割引普通乗車券は、所

定の旅行証明書を携帯しないときは使用できませ

ん。又、旅行証明書は、係員の請求があるときは、

呈示してください。 

(7)この割引証の有効期間は、発行の日から表記の有効

期限まで(1 箇月間)です。 

( 注   意 )  

(1)この証明書は、被救護者(付添人)用割引普 

通乗車券によって乗車する場合には、必ず携

帯し、係員の請求があったときはいつでも呈

示しなければならない。 

(2)この証明書は、他人に貸与し、又は譲渡する

ことはできない。 

(3)この証明書を紛失したときは、直ちに、発行

者に届けでなければならない。 

(4)この証明書は、旅行を終了したとき又は有効

期間を経過したときは、直ちに、発行者に返

さねばならない。 

(5)この証明書の有効期間は、発行の日から１箇

月間とする。 

契
印 

 旅 行 証 明 書 No.     

 

 下記の者は、当施設   の被救護者で 

下記区間を旅行することを証明する。 

  氏名            (  才) 

  付添人氏名         (  才) 

  乗車区間     駅から 

           駅まで 

 

平成   年   月  日発行 

契
印 

発行者 

 所在地 

 施設名 

施設代表者氏名 

 

備考 (1)   内には、指定番号を表示する。 

(2)乗車区間欄末尾のかっこ内には、片道・往復又は付添人だけ往復の別を表示する。 

代表者 

職 印 
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[別紙５]（第３８条第５項） 

 

 

 

 

 

団体旅行申込書

下記の太わく欄に記入のうえ、お申込みください。

学生団体の場合は、教育長または校長を申込者とし、

職印を押してください。 受付

箇所 (電話　　　　　　　　　　　　　　　　　)

平成 年 月 　　　日

(　　　)
電

話 (　　　)

人 人 人 人 人 人 人 人

　月　日

‐ ‐

‐ ‐

‐ ‐

‐ ‐

‐ ‐

‐ ‐

‐ ‐

‐ ‐

‐ ‐

‐ ‐

　受付　　・　　　　・　　　　・

・

・

・

・

扱番号

・

・

・

・

・

計

種

　

別

列　　　車　　　名

(列　車　番　号)

区　　　　間

(発着時間)

申込者住所氏名

旅行業者住所氏名

団　　体　　名

大　人 小児 教職員 付添人 旅行業者

ふ　り　が　な

乗車人員

・
(　　：　　) (　　：　　)

利用
施設

(コード) (コード)

　月　日

(　　：　　) (　　：　　)

(　　：　　) (　　：　　)

(　　：　　) (　　：　　)

・

・

・

(　　：　　) (　　：　　)

・

・

・

(　　：　　) (　　：　　)

(　　：　　) (　　：　　)

(　　：　　) (　　：　　)

申込年月日

　　第　　　２　　　希　　　望

列車名(列車番号)　(コード)

・

・

乗車券類
購入箇所

記

　

事

電

話

分

割

可

(印)

・

・

１人当たり 計 　引　　受　　番　　号

(　　：　　) (　　：　　)

(　　：　　) (　　：　　)

　　　　　　　　第　　　　　　　　号

手

配

引

受

　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　　　　　　円予

定

収

入

運賃

料金

計

１ 乗車券は、 月 日までに本書を提出のうえ、購入し

てください。

２ ご乗車になる人員が、大人 名、小児 名に満
たない場合は、これに相当する団体旅客運賃・料金を支払

ってください。

18.2ｃｍ 

2
5

.7
cm
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[別紙６]（第４４条第２項） 

 

 

 

 

 

下記の太わく欄に記入のうえ、お申込みください。 受付

変更欄の列車名及び区間欄は、上段に記入してください。 箇所 　　　　　　　　(電話　　　　　　　　　　　　　　　　　)

平成 年 月 　　　日

(　　　)

(　　　)

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

(　　：　　) (　　：　　)

(　　：　　) (　　：　　)

(　　：　　) (　　：　　)

(　　：　　) (　　：　　)

(　　：　　) (　　：　　)

(　　：　　) (　　：　　)

(　　：　　) (　　：　　)

(　　：　　) (　　：　　)

(　　：　　) (　　：　　)

(　　：　　) (　　：　　)

‐

そ

の

他

その他

ふ　り　が　な 種

　

別

申込年月日

団　　体　　名
乗車券類

購入箇所

申込者住所氏名
電

話

旅行業者住所氏名

付添人 小児

・

・

・

・

・

・

電

話

変更・取消理由

人員

大　人 小児 教職員 旅行業者 その他 計

　月　日

受付

列　　　車　　　名

(列　車　番　号)

区　　　　間

(発着時間)

・

・

利用

施設

・

・

・

・

・

・

・

・

(　：　)

計

列　車　名
コ　ー　ド

利用

施設

区　　　間
コ　ー　ド

月　日

・

大人 旅行業者教職員 付添員

(　：　)

(　：　)

(　：　)

(　：　)

(　：　)
・

・

・

(　：　)

(　：　)

(　：　)

(　：　)

(　：　)

(　：　)

(　：　)

(　：　)(　：　)

(　：　)

(　：　)

(　：　)

乗

車

月

日

列

　

　

車

全

項

目

引

　

受

(印)

団体旅行変更・取消申込書

月　日

　　　　　　　　第　　　　　　　　　号

手

　

　

　

配

引　受　番　号

操作種別 変更種別

追

　

　

加

取

　

　

消

人

　

　

員

利

用

種

別

区

　

　

間

(　：　)

(　：　)

現　在　の　引　受　内　容 変　更　の　申　込　内　容

18.2ｃｍ 

2
5

.7
cm
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[別表１]（第１５条） 

連絡運輸の発売範囲と発売種別 

 

(1)連絡会社、発売乗車券等 

連絡会社名 接 続 駅  乗 車 券 の 種類 

 

九州旅客鉄道(株) 

鹿児島本線 

八代 

同 

川内 

・普通乗車券(片道、往復) 

・通勤定期乗車券 

・通学定期乗車券 

・団体乗車券 

 

 

（2）連絡運輸区域 

  (普通旅客) 

   ア 肥薩おれんじ鉄道線の各駅と九州旅客鉄道線の各駅相互間 

肥薩おれんじ鉄道線 九州旅客鉄道線 接続駅 

 

肥後高田・出水間各駅、 

川内 

 

鹿児島線    博多、玉名・新八代間各駅 

三角線     各駅  

肥薩線     段・人吉間各駅 

豊肥線     肥後大津・熊本間各駅 

 

 

 

八代 

 

 

 

出水・上川内間各駅、 

八代 

鹿児島線    隈之城・鹿児島間各駅 

指宿枕崎線   鹿児島中央・指宿間各駅 

日豊線     国分・鹿児島間各駅 

 

 

 

川内 

 

 

 

 イ 肥薩おれんじ鉄道線を経由し、次の旅客会社線の左欄の各駅と右欄の各駅相互間 

旅客会社線 経由運輸機関名及び区間 旅客会社線 

 

九州会社線 各駅 

 

肥薩おれんじ鉄道線 

八代・川内駅間 

 

九州会社線 各駅 
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(定期旅客) 

肥薩おれんじ鉄道線 九州旅客鉄道線 接続駅 

 

 

肥後高田・出水間各駅 

 

 

鹿児島線    玉名・新八代間各駅 

三角線     各駅  

肥薩線     段・人吉間各駅 

豊肥線     肥後大津・熊本間各駅 

 

 

 

八代 

 

 

 

 

出水・上川内間各駅 

 

鹿児島線    隈之城・鹿児島間各駅 

指宿枕崎線   鹿児島中央・指宿間各駅 

日豊線     国分・鹿児島間各駅 

 

 

 

川内 
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[別表２]（第１６条） 

 

営業キロ程表                              （単位：キロ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八
代

肥
後
高
田

日
奈
久
温
泉

肥
後
二
見

上
田
浦

た
の
う
ら

御
立
岬
公
園

肥
後
田
浦

海
浦

佐
敷

湯
浦

津
奈
木

新
水
俣

水
俣

袋
米
ノ
津

出
水

西
出
水

高
尾
野

野
田
郷

折
口

阿
久
根

牛
ノ
浜

薩
摩
大
川

西
方

薩
摩
高
城

草
道

上
川
内

川
内

八代 4.8 10.1 13.7 18.0 22.1 23.6 26.7 29.8 33.7 42.4 45.8 49.6 55.4 61.3 65.6 68.3 72.1 75.3 80.7 86.2 92.2 95.7 99.6 102.3 107.3 113.7 116.9

肥後高田 5.3 8.9 13.2 17.3 18.8 21.9 25.0 28.9 37.6 41.0 44.8 50.6 56.5 60.8 63.5 67.3 70.5 75.9 81.4 87.4 90.9 94.8 97.5 102.5 108.9 112.1

日奈久温泉 3.6 7.9 12.0 13.5 16.6 19.7 23.6 32.3 35.7 39.5 45.3 51.2 55.5 58.2 62.0 65.2 70.6 76.1 82.1 85.6 89.5 92.2 97.2 103.6 106.8

肥後二見 4.3 8.4 9.9 13.0 16.1 20.0 28.7 32.1 35.9 41.7 47.6 51.9 54.6 58.4 61.6 67.0 72.5 78.5 82.0 85.9 88.6 93.6 100.0 103.2

上田浦 4.1 5.6 8.7 11.8 15.7 24.4 27.8 31.6 37.4 43.3 47.6 50.3 54.1 57.3 62.7 68.2 74.2 77.7 81.6 84.3 89.3 95.7 98.9
たのうら

御立岬公園 1.5 4.6 7.7 11.6 20.3 23.7 27.5 33.3 39.2 43.5 46.2 50.0 53.2 58.6 64.1 70.1 73.6 77.5 80.2 85.2 91.6 94.8

肥後田浦 3.1 6.2 10.1 18.8 22.2 26.0 31.8 37.7 42.0 44.7 48.5 51.7 57.1 62.6 68.6 72.1 76.0 78.7 83.7 90.1 93.3

海浦 3.1 7.0 15.7 19.1 22.9 28.7 34.6 38.9 41.6 45.4 48.6 54.0 59.5 65.5 69.0 72.9 75.6 80.6 87.0 90.2

佐敷 3.9 12.6 16.0 19.8 25.6 31.5 35.8 38.5 42.3 45.5 50.9 56.4 62.4 65.9 69.8 72.5 77.5 83.9 87.1

湯浦 8.7 12.1 15.9 21.7 27.6 31.9 34.6 38.4 41.6 47.0 52.5 58.5 62.0 65.9 68.6 73.6 80.0 83.2

津奈木 3.4 7.2 13.0 18.9 23.2 25.9 29.7 32.9 38.3 43.8 49.8 53.3 57.2 59.9 64.9 71.3 74.5

新水俣 3.8 9.6 15.5 19.8 22.5 26.3 29.5 34.9 40.4 46.4 49.9 53.8 56.5 61.5 67.9 71.1

水俣 5.8 11.7 16.0 18.7 22.5 25.7 31.1 36.6 42.6 46.1 50.0 52.7 57.7 64.1 67.3

袋 5.9 10.2 12.9 16.7 19.9 25.3 30.8 36.8 40.3 44.2 46.9 51.9 58.3 61.5

米ノ津 4.3 7.0 10.8 14.0 19.4 24.9 30.9 34.4 38.3 41.0 46.0 52.4 55.6

出水 2.7 6.5 9.7 15.1 20.6 26.6 30.1 34.0 36.7 41.7 48.1 51.3

西出水 3.8 7.0 12.4 17.9 23.9 27.4 31.3 34.0 39.0 45.4 48.6

高尾野 3.2 8.6 14.1 20.1 23.6 27.5 30.2 35.2 41.6 44.8

野田郷 5.4 10.9 16.9 20.4 24.3 27.0 32.0 38.4 41.6

折口 5.5 11.5 15.0 18.9 21.6 26.6 33.0 36.2

阿久根 6.0 9.5 13.4 16.1 21.1 27.5 30.7

牛ノ浜 3.5 7.4 10.1 15.1 21.5 24.7

薩摩大川 3.9 6.6 11.6 18.0 21.2

西方 2.7 7.7 14.1 17.3

薩摩高城 5.0 11.4 14.6

草道 6.4 9.6

上川内 3.2

川内
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[別表３] （第６１条第２項） 

 

大人普通旅客運賃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3ｷﾛ まで 230円
3ｷﾛ を超え 6ｷﾛ まで 290円
6ｷﾛ を超え 9ｷﾛ まで 340円
9ｷﾛ を超え 12ｷﾛ まで 400円

12ｷﾛ を超え 15ｷﾛ まで 430円
15ｷﾛ を超え 20ｷﾛ まで 590円
20ｷﾛ を超え 25ｷﾛ まで 700円
25ｷﾛ を超え 30ｷﾛ まで 840円
30ｷﾛ を超え 35ｷﾛ まで 980円
35ｷﾛ を超え 40ｷﾛ まで 1,120円
40ｷﾛ を超え 45ｷﾛ まで 1,270円
45ｷﾛ を超え 50ｷﾛ まで 1,410円
50ｷﾛ を超え 55ｷﾛ まで 1,550円
55ｷﾛ を超え 60ｷﾛ まで 1,580円
60ｷﾛ を超え 65ｷﾛ まで 1,790円
65ｷﾛ を超え 70ｷﾛ まで 1,830円
70ｷﾛ を超え 80ｷﾛ まで 2,040円
80ｷﾛ を超え 90ｷﾛ まで 2,240円
90ｷﾛ を超え 100ｷﾛ まで 2,450円

100ｷﾛ を超え 110ｷﾛ まで 2,640円
110ｷﾛ を超え 117ｷﾛ まで 2,810円

対キロ区間制
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[別表４]（第６２条第１号） 

大人通勤定期旅客運賃                        （単位：円） 

 

通勤定期旅客運賃(大人)
1箇月 3箇月 6箇月

実施
キロ 円 円 円

1 8,380 23,890 45,260

2 8,440 24,060 45,580

3 8,490 24,200 45,850

4 10,850 30,930 58,590

5 11,020 31,410 59,510

6 11,390 32,470 61,510

7 12,750 36,340 68,850

8 12,900 36,770 69,660

9 12,990 37,030 70,150

10 13,550 38,620 73,170

11 14,260 40,650 77,010

12 14,710 41,930 79,440

13 15,080 42,980 81,440

14 15,360 43,780 82,950

15 15,440 44,010 83,380

16 20,780 59,230 112,220

17 20,960 59,740 113,190

18 21,130 60,230 114,110

19 21,210 60,450 114,540

20 21,290 60,680 114,970

21 24,980 71,200 134,900

22 25,150 71,680 135,810

23 25,210 71,850 136,140

24 25,360 72,280 136,950

25 25,530 72,770 137,870

26 29,620 84,420 159,950

27 30,030 85,590 162,170

28 30,110 85,820 162,600

29 30,200 86,070 163,080

30 30,270 86,270 163,460

31 34,530 98,420 186,470

32 35,290 100,580 190,570

33 35,770 101,950 193,160

34 35,840 102,150 193,540

35 35,920 102,380 193,970

36 39,100 111,440 211,140

37 39,790 113,410 214,870

38 40,410 115,170 218,220

39 40,880 116,510 220,760

40 40,960 116,740 221,190

41 43,000 122,550 232,200

42 43,460 123,870 234,690

43 43,920 125,180 237,170

44 44,570 127,030 240,680

45 45,040 128,370 243,220

46 46,070 131,300 248,780

47 46,480 132,470 251,000

48 46,970 133,870 253,640

49 47,410 135,120 256,020

50 47,850 136,380 258,390

51 48,240 137,490 260,500

52 48,830 139,170 263,690

53 48,920 139,430 264,170

54 49,170 140,140 265,520

55 49,720 141,710 268,490

56 49,840 142,050 269,140

57 50,380 143,590 272,060

58 51,090 145,610 275,890

59 51,650 147,210 278,910

60 52,270 148,970 282,260

61 55,030 156,840 297,170

62 55,370 157,810 299,000

63 56,010 159,630 302,460

64 56,550 161,170 305,370

65 57,300 163,310 309,420

66 57,430 163,680 310,130

67 57,760 164,620 311,910

68 57,780 164,680 312,020

69 58,220 165,930 314,390

70 58,280 166,100 314,720

71~80 61,810 176,160 333,780

81~90 65,670 187,160 354,620

91~100 71,810 204,660 387,780

101~110 84,110 239,720 454,200

111~117 86,350 246,100 466,290

営業キロ程



73 

小児用通勤定期旅客運賃                       （単位：円） 

 

通勤定期旅客運賃(小児)
1箇月 3箇月 6箇月

実施
キロ 円 円 円

1 4,190 11,950 22,630

2 4,220 12,030 22,790

3 4,250 12,120 22,950

4 5,430 15,480 29,330

5 5,510 15,710 29,760

6 5,700 16,250 30,780

7 6,380 18,190 34,460

8 6,450 18,390 34,830

9 6,500 18,530 35,100

10 6,780 19,330 36,620

11 7,130 20,330 38,510

12 7,360 20,980 39,750

13 7,540 21,490 40,720

14 7,680 21,890 41,480

15 7,720 22,010 41,690

16 10,390 29,620 56,110

17 10,480 29,870 56,600

18 10,570 30,130 57,080

19 10,610 30,240 57,300

20 10,650 30,360 57,510

21 12,490 35,600 67,450

22 12,580 35,860 67,940

23 12,610 35,940 68,100

24 12,680 36,140 68,480

25 12,770 36,400 68,960

26 14,810 42,210 79,980

27 15,020 42,810 81,110

28 15,060 42,930 81,330

29 15,100 43,040 81,540

30 15,140 43,150 81,760

31 17,270 49,220 93,260

32 17,650 50,310 95,310

33 17,890 50,990 96,610

34 17,920 51,080 96,770

35 17,960 51,190 96,990

36 19,550 55,720 105,570

37 19,900 56,720 107,460

38 20,210 57,600 109,140

39 20,440 58,260 110,380

40 20,480 58,370 110,600

41 21,500 61,280 116,100

42 21,730 61,940 117,350

43 21,960 62,590 118,590

44 22,290 63,530 120,370

45 22,520 64,190 121,610

46 23,040 65,670 124,420

47 23,240 66,240 125,500

48 23,490 66,950 126,850

49 23,710 67,580 128,040

50 23,930 68,210 129,230

51 24,120 68,750 130,250

52 24,420 69,600 131,870

53 24,460 69,720 132,090

54 24,590 70,090 132,790

55 24,860 70,860 134,250

56 24,920 71,030 134,570

57 25,190 71,800 136,030

58 25,550 72,820 137,970

59 25,830 73,620 139,490

60 26,140 74,500 141,160

61 27,520 78,440 148,610

62 27,690 78,920 149,530

63 28,010 79,830 151,260

64 28,280 80,600 152,720

65 28,650 81,660 154,710

66 28,720 81,860 155,090

67 28,880 82,310 155,960

68 28,890 82,340 156,010

69 29,110 82,970 157,200

70 29,140 83,050 157,360

71~80 30,910 88,100 166,920

81~90 32,840 93,600 177,340

91~100 35,910 102,350 193,920

101~110 42,060 119,880 227,130

111~117 43,180 123,070 233,180

営業キロ程
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[別表５]（第６２条第２号） 

大人通学定期旅客運賃・シルバー定期旅客運賃           （単位：円） 

 

通学定期旅客運賃(大人(高校生・大学生))
1箇月 3箇月 6箇月

実施
キロ 円 円 円

1 4,520 12,890 24,410

2 4,550 12,970 24,570

3 4,590 13,090 24,790

4 5,380 15,340 29,060

5 6,000 17,100 32,400

6 6,660 18,990 35,970

7 7,410 21,120 40,020

8 8,180 23,320 44,180

9 8,650 24,660 46,710

10 8,910 25,400 48,120

11 9,660 27,540 52,170

12 9,990 28,480 53,950

13 10,430 29,730 56,330

14 10,650 30,360 57,510

15 10,690 30,470 57,730

16 13,170 37,540 71,120

17 13,460 38,370 72,690

18 13,500 38,480 72,900

19 13,780 39,280 74,420

20 14,010 39,930 75,660

21 14,030 39,990 75,770

22 14,180 40,420 76,580

23 14,210 40,500 76,740

24 14,350 40,900 77,490

25 14,400 41,040 77,760

26 14,970 42,670 80,840

27 14,990 42,730 80,950

28 15,170 43,240 81,920

29 15,180 43,270 81,980

30 15,400 43,890 83,160

31 16,230 46,260 87,650

32 16,260 46,350 87,810

33 16,390 46,720 88,510

34 16,450 46,890 88,830

35 16,680 47,540 90,080

36 17,300 49,310 93,420

37 17,380 49,540 93,860

38 17,720 50,510 95,690

39 17,780 50,680 96,020

40 17,900 51,020 96,660

41 19,190 54,700 103,630

42 19,430 55,380 104,930

43 19,820 56,490 107,030

44 19,870 56,630 107,300

45 20,250 57,720 109,350

46 20,840 59,400 112,540

47 20,980 59,800 113,300

48 21,050 60,000 113,670

49 21,130 60,230 114,110

50 21,380 60,940 115,460

51 21,680 61,790 117,080

52 22,040 62,820 119,020

53 22,240 63,390 120,100

54 22,450 63,990 121,230

55 22,520 64,190 121,610

56 22,610 64,440 122,100

57 22,760 64,870 122,910

58 23,120 65,900 124,850

59 23,420 66,750 126,470

60 23,700 67,550 127,980

61 24,860 70,860 134,250

62 24,980 71,200 134,900

63 25,090 71,510 135,490

64 25,240 71,940 136,300

65 25,410 72,420 137,220

66 25,660 73,140 138,570

67 25,840 73,650 139,540

68 26,350 75,100 142,290

69 26,450 75,390 142,830

70 26,560 75,700 143,430

71~80 28,360 80,830 153,150

81~90 31,200 88,920 168,480

91~100 34,360 97,930 185,550

101~110 41,920 119,480 226,370

111~117 43,710 124,580 236,040

営業キロ程
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[別表６]（第６４条第１号） 

中学生用通学定期旅客運賃                      （単位：円） 

 

通学定期旅客運賃(中学校)
1箇月 3箇月 6箇月

実施
キロ 円 円 円

1 3,170 9,040 17,120

2 3,190 9,100 17,230

3 3,220 9,180 17,390

4 3,770 10,750 20,360

5 4,200 11,970 22,680

6 4,670 13,310 25,220

7 5,190 14,800 28,030

8 5,730 16,340 30,950

9 6,060 17,280 32,730

10 6,240 17,790 33,700

11 6,770 19,300 36,560

12 7,000 19,950 37,800

13 7,310 20,840 39,480

14 7,460 21,270 40,290

15 7,490 21,350 40,450

16 9,220 26,280 49,790

17 9,430 26,880 50,930

18 9,450 26,940 51,030

19 9,650 27,510 52,110

20 9,810 27,960 52,980

21 9,830 28,020 53,090

22 9,930 28,310 53,630

23 9,950 28,360 53,730

24 10,050 28,650 54,270

25 10,080 28,730 54,440

26 10,480 29,870 56,600

27 10,500 29,930 56,700

28 10,620 30,270 57,350

29 10,630 30,300 57,410

30 10,780 30,730 58,220

31 11,370 32,410 61,400

32 11,390 32,470 61,510

33 11,480 32,720 62,000

34 11,520 32,840 62,210

35 11,680 33,290 63,080

36 12,110 34,520 65,400

37 12,170 34,690 65,720

38 12,410 35,370 67,020

39 12,450 35,490 67,230

40 12,530 35,720 67,670

41 13,440 38,310 72,580

42 13,610 38,790 73,500

43 13,880 39,560 74,960

44 13,910 39,650 75,120

45 14,180 40,420 76,580

46 14,590 41,590 78,790

47 14,690 41,870 79,330

48 14,740 42,010 79,600

49 14,800 42,180 79,920

50 14,970 42,670 80,840

51 15,180 43,270 81,980

52 15,430 43,980 83,330

53 15,570 44,380 84,080

54 15,720 44,810 84,890

55 15,770 44,950 85,160

56 15,830 45,120 85,490

57 15,940 45,430 86,080

58 16,190 46,150 87,430

59 16,400 46,740 88,560

60 16,590 47,290 89,590

61 17,410 49,620 94,020

62 17,490 49,850 94,450

63 17,570 50,080 94,880

64 17,670 50,360 95,420

65 17,790 50,710 96,070

66 17,970 51,220 97,040

67 18,090 51,560 97,690

68 18,450 52,590 99,630

69 18,520 52,790 100,010

70 18,600 53,010 100,440

71~80 19,860 56,610 107,250

81~90 21,840 62,250 117,940

91~100 24,060 68,580 129,930

101~110 29,350 83,650 158,490

111~117 30,600 87,210 165,240

営業キロ程
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[別表７]（第６４条第２号） 

小学生用通学定期旅客運賃                      （単位：円） 

 

通学定期旅客運賃(小学校)
1箇月 3箇月 6箇月

実施
キロ 円 円 円

1 1,590 4,540 8,590

2 1,600 4,560 8,640

3 1,610 4,590 8,700

4 1,890 5,390 10,210

5 2,100 5,990 11,340

6 2,340 6,670 12,640

7 2,600 7,410 14,040

8 2,870 8,180 15,500

9 3,030 8,640 16,370

10 3,120 8,900 16,850

11 3,390 9,670 18,310

12 3,500 9,980 18,900

13 3,660 10,440 19,770

14 3,730 10,640 20,150

15 3,750 10,690 20,250

16 4,610 13,140 24,900

17 4,720 13,460 25,490

18 4,730 13,490 25,550

19 4,830 13,770 26,090

20 4,910 14,000 26,520

21 4,920 14,030 26,570

22 4,970 14,170 26,840

23 4,980 14,200 26,900

24 5,030 14,340 27,170

25 5,040 14,370 27,220

26 5,240 14,940 28,300

27 5,250 14,970 28,350

28 5,310 15,140 28,680

29 5,320 15,170 28,730

30 5,390 15,370 29,110

31 5,690 16,220 30,730

32 5,700 16,250 30,780

33 5,740 16,360 31,000

34 5,760 16,420 31,110

35 5,840 16,650 31,540

36 6,060 17,280 32,730

37 6,090 17,360 32,890

38 6,210 17,700 33,540

39 6,230 17,760 33,650

40 6,270 17,870 33,860

41 6,720 19,160 36,290

42 6,810 19,410 36,780

43 6,940 19,780 37,480

44 6,960 19,840 37,590

45 7,090 20,210 38,290

46 7,300 20,810 39,420

47 7,350 20,950 39,690

48 7,370 21,010 39,800

49 7,400 21,090 39,960

50 7,490 21,350 40,450

51 7,590 21,640 40,990

52 7,720 22,010 41,690

53 7,790 22,210 42,070

54 7,860 22,410 42,450

55 7,890 22,490 42,610

56 7,920 22,580 42,770

57 7,970 22,720 43,040

58 8,100 23,090 43,740

59 8,200 23,370 44,280

60 8,300 23,660 44,820

61 8,710 24,830 47,040

62 8,750 24,940 47,250

63 8,790 25,060 47,470

64 8,840 25,200 47,740

65 8,900 25,370 48,060

66 8,990 25,630 48,550

67 9,050 25,800 48,870

68 9,230 26,310 49,850

69 9,260 26,400 50,010

70 9,300 26,510 50,220

71~80 9,930 28,310 53,630

81~90 10,920 31,130 58,970

91~100 12,030 34,290 64,970

101~110 14,680 41,840 79,280

111~117 15,300 43,610 82,620

営業キロ程
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[別表８]（第６５条） 

（１）大人乗継割引通勤定期旅客運賃                     (単位：円) 

キロ 該当駅 １箇月 ３箇月 ６箇月 

１     

２     

３     

４ 上川内 ８，６８０ ２４，７５０ ４６，８８０ 

５ 肥後高田 ８，８２０ ２５，１３０ ４７，６１０ 

     

６     

７     

８     

９     

１０ 草道 １０，８４０ ３０，９００ ５８，５４０ 

     

１１ 日奈久 １１，４１０ ３２，５２０ ６１，６１０ 

１２  － － － 

 

（２）大人乗継割引通学定期旅客運賃                  （単位：円） 

キロ 該当駅 １箇月 ３箇月 ６箇月 

１     

２     

３     

４ 上川内 ４，３１０ １２，２８０ ２３，２５０ 

５ 肥後高田 ４，８００ １３，６８０ ２５，９２０ 

     

６     

７     

８     

９     

１０ 草道 ７，１３０ ２０，３２０ ３８，５００ 

     

１１ 日奈久 ７，７３０ ２２，０４０ ４１，７４０ 

１２  － － － 

 

備考  乗継割引定期旅客運賃は、旅客が肥薩おれんじ鉄道の指定区間内各駅と九州旅客鉄道の指定区間内各駅相互間を、

またがって利用する場合に適用する。 

乗継割引定期乗車券の発売にあたっては、旅客が利用する肥薩おれんじ鉄道と九州旅客鉄道の各々の区間に適用す 

る乗継割引定期旅客運賃を合計し、連絡運輸定期乗車券として発売する。 

 [別表９]（第１６５条第１号） 
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危 険 品 

品目 

番号 
危 険 品 の 品 目 適 用 除 外 の 物 品 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火 薬

類 

1. （1） 火薬 

1.   イ 黒色火薬、その他硝酸塩を主とする火薬 

2.   ロ 無煙火薬、その他硝酸エステルを主とする火薬 

3.   ハ 過塩素酸塩を主とする火薬 

2. （2） 爆薬 

1.   イ 雷こう、その他の起爆薬 

2.   ロ 硝安爆薬 

3.   ハ 塩素酸カリ爆薬 

4.   二 カーリット 

5.   ホ その他の硝酸塩、塩素酸塩又は過塩素酸塩を主とす            

6.     る爆薬 

7.   ヘ 硝酸エステル 

8.   ト ダイナマイト類  

9.   チ ニトロ化合物とこれを主とする爆薬 

3. （3） 火工品 

雷管、実包、空包、信管、火管、導爆線、雷管又は火

管付薬きょう、火薬又は爆薬を装てんした弾丸類、星

火を発する榴弾、救命索発射器用ロケット、その他の

火工品  

次の各号に掲げる物品は、手回り品として車内に持ち

込むことができる。 

1. （1） 銃用火薬で、容器・荷造ともの重量が 1 キログラ    

2.    ム以内のもの。 

3. （2） 振動・衝撃等によって発火する恐れのない容器に 

4.    収納した、銃用雷管又は銃用雷管付薬きょうで    

5.    400個以内のもの。 

6. （3） 銃用実包又は銃用空包で、弾帯又は薬ごうにそう  

7.    入し、又は振動・衝撃等によって発火するおそれ  

8.    のない容器に収納した 200個以内（競技用の口径  

9.    0.22 インチ以内のライフル銃用実包又は拳銃用   

10.    実包にあっては 800 個以内）のもの。 

 

２ 
高圧 

ガス 

1. （1） 圧縮ガス 

アセチレンガス、天然ガス、水素ガス、硫化水素ガス、一

酸化炭素ガス、石炭ガス、水性ガス、空気ガス、アンモニア

ガス、塩素ガス、酸素ガス、窒素ガス、炭酸ガス（二酸化炭

素）、亜酸化窒素ガス（笑気ガス）、ホスゲンガス、オゾ

ン、ヘリウム、アルゴン、ネオンガス、その他の圧縮ガス及

びその製品 

2. （2） 液化ガス 

液体空気、液体窒素、液体酸素、液体アンモニア、液体塩

素、液化プロパン、液体炭酸、液体亜硫酸、フレオン―12、

フレオン―22、液化シアン化水素（液体青酸）、塩化エチ

ル、塩化メチル（メチルクロライド）、液化酸化エチレン、

塩化ビニルモノマ、液体メタン、その他の液化ガス及びその

製品 

次の各号に掲げる物品は、手回り品として車内に持ち

込むことができる。ただし、中身が漏れることを防ぐた

めの適当な方法で保護してあるものに限る。 

1. （1） 医療用又は携帯用酸素容器に封入した酸素ガスで    

2.    2 本以内のもの。 

3. （2） 消火器内に封入した炭酸ガスで 2 本以内のもの。 

4. （3） 日常の用途に使用する小売店等で通常購入可能な 

5.    高圧ガスを含む製品で、2リットル以内のもの又 

6.    は容器・荷造ともの重量が 2 キログラム以内のも 

7.    の。 
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３ 

マッチ

と軽火

工品 

1. （1） マッチ 

安全マッチ、硫化リンマッチ、黄リンマッチ 

2. （2） 軽火工品 

導火線、電気導火線、信号えん管、信号火せん、発

煙信号かん（発煙筒を含む。）、発煙剤、煙火、が

ん具煙火、競技用紙雷管（大形紙雷管を含む。）、

がん具用軽火工品、始動薬、冷始動薬（始動栓、発

火薬又は着火器ともいう。）、冷始動発熱筒、始発

筒その他の軽火工品 

 

次の各号に掲げる物品は、手回り品として車内に持ち

込むことができる。 

1. （1） 安全マッチで、容器・荷造ともの重量が 3キログ 

2.    ラム以内のもの。 

3. （2） 導火線又は電気導火線で、容器・荷造ともの重量 

4.    が 3 キログラム以内のもの。 

5. （3） がん具煙火、競技用紙雷管及びその他のがん具用 

6.    軽火工品で、容器・荷造ともの重量が 1 キログラ 

7.    ム以内のもの。 

8. （4） 信号えん管及び信号火せんで実重量が 500グラム 

9.    以内のもの。 

10. （5） 始動薬、冷始動薬、冷始動発熱筒及び始発筒で、 

11.    容器・荷造ともの重量が 3キログラム以内のも 

12.    の。 

 

４ 
油紙、油

布類 

1. （1） 油紙、油布とその製品 

2. （2） 擬ウールじゅうとその製品 

3. （3） 動植物油脂ろうを含有するその他の動植物  

4.    性繊維 

 

容器・荷造ともの重量が 5 キログラム以内のものは、

手回り品として車内に持ち込むことができる。 

 

５ 
可 燃 性

液体 

1. （1） 鉱油原油、揮発油、ソルベントナフタ、コールター  

2.    ル軽油、ベンゼン（ベンゾール）、トルエン（トル 

3.    オール）、キシレン（キシロール又はザイロー 

4.    ル）、メタノール（メチルアルコール又は木精）、 

5.    アルコール（変性アルコールを含む。）、アセト 

6.    ン、二硫化炭素、酢酸ビニルモノマ、エーテル、コ 

7.    ロジオン、クロロシラン、アセトアルデヒド、パラ 

8.    アルデヒド、ジエチルアルミニウム、モノクロライ 

9.    ド、モノメチルアミン、トリメチルアミンの水溶 

10.    液、ジメチルアミン、ピリジン、酢酸アルミ、酢酸 

11.    エチル、酢酸メチル、義酸エチル、プロピルアルコ 

12.    ール、ビニルメチルエーテル、臭化エチル（エチル 

13.    ブロマイド）、酢酸ブチル、アルミアルコール、ブ 

14.    タノール（ブチルアルコール）、フーゼル油、松根 

15.    油、テレビン油（松精油）、灯油（石油）、軽油（ 

16.    ガス油）、重油（バンカー油、ディーゼル重油）、 

17.    その他の可燃性液体及びその製品（ペンキ等） 

18. （2） ニトロベンゼン（ニトロベンゾール） 

19. （3） ニトロトルエン（ニトロトルオール） 

日常の用途に使用する小売店等で通常購入可能な可燃

性液体を含む製品（揮発油等の可燃性液体そのものは除

く。）で、2 リットル以内のもの又は容器・荷造ともの重

量が 2 キログラム以内のものは、手回り品として車内に

持ち込むことができる。ただし、中身が漏れることを防

ぐための適当な方法で保護してあるものに限る。 
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６ 
可 燃 性

固体 

金属カリウム、金属ナトリウム（金属ソーダ）、カリウ

ムアマルガム、ナトリウムアマルガム、マグネシウム（粉

状、箔状又はひも状のものに限る。）、アルミニウム粉、

黄リン、硫化リン、ニトロセルローズ、硝石（硝酸カリウ

ム）、硝酸アンモニウム（硝酸アンモン又は硝安）、ピク

リン酸、ジニトロベンゼン、ジニトロナフタリン、ジニト

ロトルエン、ジニトロフェノール、その他の可燃性固体及

びその製品 

 

日常の用途に使用する小売店等で通常購入可能な可燃

性固体を含む製品で、容器・荷造ともの重量が 2 キログ

ラム以内のものは、手回り品として車内に持ち込むこと

ができる。 

７ 
吸 湿 発

熱物 

ハイドロサルハイト、生石灰（酸化カルシウム）、低温

焼成ドロマイト、リン化カルシウム、カーバイド（炭化カ

ルシウム） 

 

乾燥した状態のカーバイドで、破損するおそれのない

容器に密閉した 1 個の重量が 20キログラム以内のもの

は、手回り品として車内に持ち込むことができる。 

 

８ 酸類 

1. （1） 強酸類  

硝酸、硫酸、塩酸、塩化スルホン酸 

（塩化スルフリルを含む。）、沸化水素酸 

2. （2） 薬液を入れた鉛蓄電池 

 

次の各号に掲げる物品は、手回り品として車内に持ち

込むことができる。 

1. （1） 酸類で、密閉した容器に収納し、且つ、破損する      

2.    おそれのないよう荷造した 0.5リットル以内のも 

3.    の。 

4. （2） 薬液を入れた鉛蓄電池で、堅固な木箱に入れ、且 

5.    つ、端子が外部に露出しないように荷造したも  

6.    の。 

7.  

９ 

酸 化 腐

し ょ く

剤 

塩素酸カリウム、塩素酸バリウム（塩酸バリウム）、塩

素酸ナトリウム（塩素酸ソーダ）、過塩素酸アンモニウム

（過塩素酸アンモン）、塩化リン、過酸化ナトリウム（過

酸化ソーダ）、過酸化バリウム、晒粉（次亜塩素酸カルシ

ウム）、亜塩素酸ナトリウム、臭素（ブロム）、塩素酸カ

ルシウム、塩素酸銅、塩素酸ストロンチウム、過塩素酸カ

リウム、過塩素酸ナトリウム、過酸化亜鉛、過酸化カルシ

ウム、過酸化マグネシウム、過酸化アンモニウム、過硫酸

アンモニウム、過硫酸カリウム、過硫酸ナトリウム、臭化

ベンジル、青臭化ベンジル、塩化アセトフェノン（クロル

アセトフェノン）、ジニトロソレゾルシン鉛、パラトルオ

ールスロホタロリット、四塩化チタン、三酸化クローム

（無水クロム酸）、過酸化ベンゾイル、シリコン AC87、

その他の酸化腐しょく剤及びその製品 

 

 

 

 

次の各号に掲げる物品は、手回り品として 車内に持

ち込むことができる。 

1. （1） 酸化腐しょく剤で、密閉した容器に収納し、且    

2.    つ、破損するおそれのないよう荷造した 0.5 リッ 

3.    トル以内のもの。 

4. （2） 晒粉及び酸化腐しょく剤製品で、容器・荷造とも 

5.    の重量が 3 キログラム以内のもの。 

6. （3） 漂白剤で、密閉した容器に収納し、且つ、破損す 

7.    るおそれのないよう荷造しているもので、液体は 

8.    １リットル以内、固体は重量が 0.5キログラム以 

9.    内のもの。 
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１０ 
揮 散 性

毒物 

硫酸ジメチル（ジメチル硫酸）、フェロシリコン、塩化

硫黄、クロルピクリン、四エチル鉛、クロロホルム、ホル

マリン、メチルクロライド、液体青酸、その他の揮散性毒

物 

 

次の各号に掲げる物品は、手回り品として車内に持ち

込むことができる。 

1. （1） クロロホルム、ホルマリン及び液体青酸で、密閉  

2.    した容器に収納し、且つ、破損するおそれのない 

3.    よう荷造した 0.5 リットル以内のもの。 

4. （2） 揮散性毒物のうち試薬として用いるもので、容 

5.    器・荷造ともの重量が 3 キログラム以内のもの。 

１１ 
放 射 性

物質 

核燃料物質、放射性同位元素（ラジオ・アイソトープ） 

 

 

１２ 
セ ル ロ

イド類 

セルロイド素地、セルロイドくず、セルロイド製品及び

同半成品 

 

日常の用途に使用する小売店等で通常購入可能なセル

ロイド製品で、実重量が 300グラム以内のものは、手回

り品として車内に持ち込むことができる。 

 

１３ 農薬 

銅剤、水銀剤、硫黄剤、ホルマリン剤、ジネブ剤、石灰

剤、砒素剤、除虫菊剤、ニコチン剤、デリス剤、BHC 剤、

DDT剤、アルカリ剤、鉱油剤、クロールデン剤、燐剤、浮

塵子駆除油剤、DN 剤、燻蒸剤、殺鼠剤、除草剤、展着剤 

 

次の各号に掲げる物品は、手回り品として車内に持ち

込むことができる。 

1. （1） 農薬取締法（昭和 23 年法律第 82 号）の適用を受 

2.    けないもの。 

3. （2） 拡散用高圧容器に封入した農薬で 2本以内のも 

4.    の。 

 

 

備考 この表において、「実重量が何グラム以内」の例により表示された重量は、その内

容物の実重量を示すもので、容器・荷造等の重量は含まない。  
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身体障害者旅客運賃割引の取扱い 

 

１．適用範囲 

   身体障害者が、単独又は介護者とともに当社線並びに連絡運輸の取り扱いをする会社

線を乗車する場合に適用する。 

 

２．発売条件 

   身体障害者福祉法項に規定する、身体障害者手帳の交付を受けている身体障害者が身

体障害者手帳を提示することにより、旅客運賃の割引をする。なお、旅客運賃割引の取

扱方について定めていない事項については、旅客営業に関する一般の規定による。 

 

３．身体障害者 

 （１）身体障害者とは、身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第４項

に規定する身体障害者手帳の交付を受けている者で、次の各号の１に該当するもの

をいう。 

    ア 視覚に障害がある者 

    イ 聴覚又は平衡機能に障害がある者 

    ウ 音声機能、言語機能又はそしゃく機能に障害がある者 

    エ 肢体不自由者 

    オ 心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸又は小腸の機能に障害がある者 

     カ ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害 

   キ  肝臓の機能の障害 

  （注 1）身体障害者手帳の様式は、次のとおりである。 

    「身体障害者手帳の様式について」（平成 31 年 3 月 29 日障発 0329 第 31 号厚生労 

働省社会・援護局障害保健福祉部長通達）により示された様式 

   ア 紙様式（例） 
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  イ カード様式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注 2）「マイナンバーカードを活用した身体障害者手帳等情報のデジタル化による本人 

確認について」（令和２年 10 月 19 日国鉄事第 304 号国土交通省鉄道局長通知） 

によるものは、第８条に定める割引乗車券類の購入申込みの際並びに第 11 条 

に定める乗降の際及び乗車船中の呈示に限り、注１に掲げる様式による身体障 

害者手帳に代わるものとすることができる。 
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（２）前号の身体障害者を、次に掲げる第１種身体障害者及び第２種身体障害者に分ける。 

 イ 「第１種身体障害者」とは、次に掲げる者及び障害度がこれよりも重い者をいう。 

   ア 両眼の視力がそれぞれ０．０６以下の者 

   イ 両眼の視野がそれぞれ１０度以内でかつ両眼による視野について視能率による損

失率が９０パーセント以上の者 

   ウ 両耳の聴力が耳介に接近しなければ大声語を理解し得ない者 

   エ 両上肢を中手指関節以上で又は両下肢をショパー関節以上で失った者 

   オ 両上肢又は両下肢の機能を著しく障害された者 

   カ 体幹の機能障害により起居、移動の困難な者 

   キ 心臓、腎臓、呼吸器又は小腸の機能の障害により、社会での日常生活活動が著し

く制限される者 

   ク ぼうこう又は直腸の機能の障害により、家庭内での日常生活活動が著しく制限さ

れる者 

   ケ 前各号の障害の種類を２以上有し、その障害の総合の程度が前各号に準ずる者 

 ロ 「第２種身体障害者」とは、前号以外の者をいう。 

 ハ 第 1 種身体障害者及び第 2 種身体障害者の別については、身体障害者手帳の「旅客鉄 

道株式会社旅客運賃減額」欄の記載により確認することができる。 

 

 

４．介護者 

（１）介護者は、鉄道係員が介護能力があると認められる者であって、その購入する乗車

券類の種類・乗車区間及び有効期間が身体障害者と同一で、身体障害者の乗車券類

と同時に購入するものでなければならない。 

（２）身体障害者が、第１種身体障害者及び定期乗車券を使用する１２才未満の第２種身

体障害者であるときは、身体障害者１人に対して、１人の介護者をつけることがで

きる。 

 

５．割引乗車券類の種類 

（１）普通乗車券 

   第１種身体障害者が単独又は介護者とともに乗車する場合及び第２種身体障害者

が単独で乗車する場合に発売する。 

（２）定期乗車券 

   第１種身体障害者及び１２才未満の第２種身体障害者が介護者とともに乗車する

場合に発売する。 

（３）回数乗車券 

   第１種身体障害者が介護者とともに乗車する場合に発売する。 
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６．介護者に対して割引の取扱いをする乗車券類の種類は、前項の定めにより身体障害者

が介護者とともに乗車する場合に発売する乗車券類と同一とする。ただし、身体障害

者に対して通学定期乗車券を発売する場合であっても、介護者に対して発売する定期

乗車券は、第４項第１号の定めにかかわらず、通勤定期乗車券に限るものとする。 

（注）介護者が通学定期乗車券の使用資格者であっても、介護者に対しては、通学定期

乗車券を発売しない。 

 

７．取扱区間 

   身体障害者及び介護者に対して発売する割引乗車券類の取扱区間は、当社線及び連

絡会社線の各駅相互間とする。ただし、連絡運輸の場合で身体障害者が普通乗車券に

よって単独で乗車する場合のみ、片道の営業キロが１００キロメートルを超える区間

に限る。 

 

８．割引率 

   身体障害者及び介護者に対する割引率は、５割とする。ただし、小児定期乗車券に

対しては、旅客運賃の割引をしない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


